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宋
一
克
明
移
行
期
論
を
め
ぐ
っ
て

は
じ
め
に

耳
な
れ
た
「
唐
宋
変
革
期
」
や
「
明
清
交
替
期
」
に
く
ら
べ
、
「
宋
元
明
移

行
期
」
(
印
g
m
1
J
P
E
I
Z
E聞
け
ど
出

E
E
C
-同
)
と
は
、
日
本
で
は
な
じ
み
の
帯
い

用
語
で
あ
ろ
う
。
唐
宋
変
革
期
や
明
清
交
替
期
は
、
日
本
に
お
け
る
中
国
史
の

時
代
区
分
論
争
の
中
心
的
テ

i
マ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
唐
宋
変
革
と
明
情
交

替
期
に
は
さ
ま
れ
た
、
南
宋
か
ら
明
代
中
期
に
い
た
る
約
四
百
年
間
(
十
二

1

十
五
世
紀
)
に
つ
い
て
は
、
時
代
区
分
諭
に
お
い
て
も
十
分
な
関
心
が
払
わ
れ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
南
宋
か
ら
明
代
中
期
ま
で
は
、
お
お
む
ね
唐
宋
聞
と
明

末
清
初
に
介
在
す
る
停
滞
期
と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

宋
・
元
・
明
代
史
が
、
そ
れ
ぞ
れ
断
代
史
的
な
研
究
領
域
と
し
て
分
化
し
て

い
る
こ
と
も
、
宋
元
明
移
行
期
の
通
時
的
理
解
を
難
し
く
し
て
い
る
。
特
に
こ

の
移
行
期
に
は
、
伝
統
中
国
王
朝
と
は
異
質
性
の
強
い
元
朝
が
介
在
す
る
た

め
、
社
会
経
済
の
連
続
的
展
開
よ
り
も
、
政
治
上
の
断
絶
性
が
強
調
さ
れ
が
ち

で
あ
っ
た
。
近
年
で
は
、
漢
文
の
ほ
か
内
陸
ア
ジ
ア
諸
言
語
を
駆
使
し
た
モ
ン

ゴ
ル
帝
国
史
研
究
が
活
発
化
し
、
元
朝
の
中
国
支
配
に
つ
い
て
も
、
多
元
的
な

政
治
文
化
の
実
態
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
研
究
テ
l
マ
は

政
治
・
文
化
史
に
集
中
し
、
社
会
経
済
史
の
研
究
者
は
ご
く
少
な
い
。
宋
・
元

中

島

盗〈
a

章

研
究
の
分
離
は
な
お
解
消
吉
れ
ず
、
金
朝
治
下
の
華
北
研
究
や
、
南
宋

1
元
朝

期
の
江
商
社
会
研
究
も
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
{
1
)
。
総
じ
て
近
年
の
元

朝
史
研
究
で
は
、
元
朝
史
を
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
全
体
に
統
合
し
よ
う
と
す
る

志
向
が
強
く
、
南
宋
や
明
初
、
と
の
連
続
性
に
対
す
る
関
心
は
相
対
的
に
低
い
。

一
方
で
宋
代
史
研
究
で
は
、
八

0
年
代
以
降
、
明
清
「
地
域
社
会
論
」
や
、

欧
米
の
宋
代
社
会
史
研
究
の
影
響
を
う
け
た
若
手
研
究
者
に
よ
り
、
明
清
社
会

史
と
の
連
関
を
強
く
意
識
し
た
、
宗
族
地
方
エ
リ
ー
ト
・
社
会
結
合
な
ど

の
研
究
が
展
開
さ
れ
て
い
る

(
2
)
。
た
だ
し
元
代
史
に
は
地
域
社
会
論
の
影
響

は
ほ
と
ん
ど
及
ば
ず
、
宋
代
史
・
明
清
史
と
の
対
話
も
乏
し
か
っ
た
。
こ
の
結

果
、
宋
代
社
会
史
研
究
で
も
、
や
や
も
す
れ
ば
「
元
を
飛
び
越
え
て
明
清
の
制

度
・
状
況
へ
繋
が
り
を
求
め
」
が
ち
で
あ
っ
た
(
3
)
。
こ
う
し
た
状
況
は
欧
米

で
も
同
様
で
あ
り
、
「
宋
元
明
移
行
期
」
論
が
提
起
さ
れ
た
意
義
も
そ
こ
に
あ

ザ
令
。

「
宋
元
明
移
行
期
」
論
が
最
初
に
提
起
さ
れ
た
の
は
、
一
九
九
七
年
に
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
開
催
さ
れ
た
会
議
、
「
宋
元
明
移
行
期
中
国
史
自
転
回

点
つ
」
(
三
百
印
。
口
問
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岡
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。
二

O
O三
年
に
は
、
会
議
報
告
の
う
ち
九
編
を
論
文

化
し
、
ポ
ー
ル
・
ス
ミ
ス
の
序
論
を
加
え
た
、
論
集
『
中
国
史
上
の
宋
元
明
移
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以
下
『
移
行
期
』
と
略
称
)
が
出
版
さ
れ
た
。
各
論
文
の
テ

l
マ
は
、
政
治
・

社
会
経
済
・
思
想
文
化
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
特
に
唐
末
以
降
の
長
期
社
会

変
容
に
お
け
る
宋
元
明
移
行
期
の
史
的
位
置
づ
け
、
お
よ
び
こ
の
時
期
に
お
け

る
国
家
と
社
会
と
の
相
互
陶
係
が
、
主
要
論
点
と
な
っ
て
い
る
。

宋
元
明
移
行
期
論
は
、
現
時
点
で
は
ま
だ
問
題
提
起
の
段
階
に
あ
り
、
『
移

行
期
』
で
も
、
こ
の
時
期
の
包
括
的
な
歴
史
像
が
提
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
各
論
者
の
見
解
も
ば
ら
ば
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
同
書
が
、
日
本
や
中

国
の
研
究
で
は
明
示
的
に
設
定
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
「
宋
元
明
移
行
期
」
と

い
う
枠
組
み
を
提
供
し
た
意
義
は
大
き
い
。
本
稿
で
は
、
同
書
の
問
題
提
起
を

受
け
、
ま
ず
日
本
の
時
代
区
分
論
争
で
、
宋
元
明
期
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
の
か
を
概
観
し
、
つ
い
で
七

0
年
代
以
降
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
、
宋

代
以
降
の
長
期
的
社
会
経
済
変
容
を
め
ぐ
る
主
要
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
紹
介
す

る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
研
究
史
を
ふ
ま
え
て
、
『
移
行
期
』
の
主
要
論
文
の
論

点
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

日
本
の
時
代
区
分
論
に
お
け
る
宋
元
明
移
行
期

4出

戦
後
日
本
に
お
け
る
中
国
史
の
時
代
区
分
論
争
で
、
宋
元
明
移
行
期
は
ど
の

よ
う
に
論
じ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
(
土
。
周
知
の
よ
う
に
、
唐
宋
変
革
期
以
降

の
時
代
区
分
に
は
、

(
l
)
宋
以
降
近
世
説
・

(
2
)
宋
以
降
中
世
説
・

(
3
)

明
末
以
降
中
世
説
、
と
い
う
三
つ
の
学
説
が
あ
る
。
内
藤
湖
南
に
よ
っ
て
提
唱

さ
れ
、
京
都
学
派
に
継
承
さ
れ
た

(
l
)
宋
以
降
近
世
説
で
は
、
皇
帝
独
裁
と

集
権
的
官
僚
制
の
確
立
、
門
閥
貴
族
の
没
落
と
土
大
夫
層
の
台
頭
、
荘
国
制
的

大
土
地
所
有
の
解
体
、
手
工
業
や
商
品
経
済
の
発
達
、
新
儒
教
の
興
隆
な
ど
に

注
目
し
、
唐
宋
変
革
期
を
中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
期
'
と
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
戦
後
ま
も
な
く
前
回
直
典
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
、
東
京
学
派
に
継
承
さ
れ

た

(
2
)
宋
以
降
中
世
説
で
は
、
京
都
学
派
が
政
治
文
他
な
ど
上
部
構
造
の
変

化
を
重
視
す
る
こ
と
を
批
判
し
、
主
と
し
て
下
部
構
造
と
し
て
の
基
本
的
生
産

関
係
に
も
と
づ
く
時
代
区
分
を
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
唐
代
ま
で
の
均
田
農
民

や
荘
園
制
下
の
部
曲
は
古
代
的
奴
隷
農
民
で
あ
っ
た
が
、
宋
代
以
降
は
中
世
的

農
奴
制
と
し
て
の
地
主
|
佃
戸
関
係
が
基
本
的
生
産
関
係
と
な
り
、
佃
戸
の
ほ

か
自
作
農
も
包
摂
す
る
農
村
共
同
体
が
成
立
し
た
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
唐
宋
変
革
期
は
、
古
代
奴
隷
制
か
ら
中
世
封
建
制
へ
の
移
行
期
と
な

ヲ@ロ

一
方
、
明
末
消
初
期
に
つ
い
て
は
、

(
2
)
宋
以
降
中
世
説
・

(3)
明
末
以

降
中
世
説
と
の
論
争
が
展
開
さ
れ
た

(
5
)
。

(
2
)
宋
以
降
中
世
説
で
は
、
明

初
の
里
甲
制
は
、
宋
代
以
来
の
地
主
佃
戸
関
係
と
、
共
同
体
的
地
縁
性
の
存

在
に
も
と
づ
き
、
在
地
地
主
層
を
基
盤
と
し
て
成
立
し
た
と
み
な
す
。
そ
し

て
里
甲
制
の
解
体
、
郷
紳
的
土
地
所
有
、
農
民
闘
争
が
展
開
し
た
明
末
清
初
期

は
、
封
時
国
農
奴
制
の
動
揺
・
変
質
期
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
小

山
正
明
が
提
起
し
た

(3)
明
末
以
降
中
世
説
で
は
、
明
代
中
期
ま
で
の
地
主

制
は
、
奴
僕
に
よ
る
直
営
地
経
営
を
主
と
し
た
奴
隷
制
に
あ
た
り
、
小
農
経
営

は
未
確
立
で
、
国
家
が
人
為
的
に
編
成
し
た
呈
甲
制
に
よ
り
共
同
体
的
機
能
が

は
た
さ
れ
た
と
す
る
。
し
か
し
明
末
清
初
期
に
は
、
商
品
生
産
の
発
達
に
よ
り

佃
戸
の
自
立
再
生
産
が
可
能
に
な
り
、
佃
戸
を
中
心
と
し
た
農
村
共
同
体
が
成

立
し
、
基
本
的
生
産
関
係
は
奴
隷
制
か
ら
農
奴
制
に
移
行
し
た
と
説
く
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
宋
代
か
ら
明
代
中
期
ま
で
は
、

(
l
)
で
は
中
国
的
近
世
の

前
期
、

(
2
)
で
は
中
世
封
建
制
前
期
、

(
3
)
で
は
古
代
奴
隷
制
末
期
と
位
置

づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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し
か
し

(
2
)
宋
以
降
中
世
説

(3)
明
末
以
降
中
世
説
は
、
い
ず
れ
も

二
つ
の
難
題
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
国
家
論
と
自
作
農
自
問
題
で
あ

る
。
ま
ず
国
家
論
に
つ
い
て
、
西
欧
的
な
発
展
段
階
モ
デ
ル
で
は
、
下
部
構

造
と
し
て
の
封
建
農
奴
制
は
、
上
部
構
造
と
し
て
の
領
主
権
力
を
と
も
な
う
は

ず
で
あ
る
。
し
か
し
宋
代
以
降
町
中
国
で
は
集
権
的
な
官
僚
制
国
家
が
一
貫
し

て
存
続
し
、
中
間
的
な
領
主
権
力
は
見
い
だ
し
が
た
い
。
さ
ら
に
奴
隷
制
あ
る

い
は
農
奴
制
を
基
本
的
生
産
関
係
と
し
た
場
合
、
宋
代
以
降
も
広
範
に
存
在
す

る
自
作
農
の
存
在
を
、
整
合
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
も
理
論
上
の
難
闘
で
あ
っ

た。
七
0
年
代
初
頭
、
こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
中
国
的
封
建
支
配
の
全
体
構

造
を
説
明
し
う
る
理
論
と
し
て
登
場
し
た
の
が
、
重
田
徳
の
「
郷
紳
支
配
」
論

で
あ
っ
た
。
「
郷
紳
支
配
」
は
、
郷
紳
層
が
傍
役
優
免
特
権
を
利
用
し
て
非
特

権
地
主
の
土
地
を
集
積
し
(
郷
紳
的
土
地
所
有
)
、
地
主
支
配
体
制
を
強
化
す

る
と
司
と
も
に
(
下
か
ら
の
封
建
化
)
、
中
央
集
権
国
家
白
官
僚
と
し
て
権
力
を

私
物
化
す
る
(
上
か
ら
の
封
建
化
)
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
。
郷
紳
は
地

主
と
し
て
佃
戸
を
貰
接
支
配
す
る
と
と
も
に
、
地
方
政
治
へ
の
介
入
、
奴
僕
に

よ
る
市
場
郷
村
支
配
、
そ
れ
ら
と
表
裏
す
る
再
生
産
整
備
や
公
益
事
業
な
ど

を
通
じ
て
、
自
作
農
層
に
も
支
配
を
及
ぼ
し
た
。
こ
う
し
て
「
土
地
所
有
に
基

づ
く
私
的
個
別
的
支
配
だ
け
で
は
な
く
、
土
地
所
有
に
基
づ
か
ぬ
広
域
的
な

支
配
」
が
展
開
す
る
。
清
代
の
地
丁
銀
制
に
よ
り
、
税
役
が
人
丁
で
は
な
く
土

地
に
賦
課
さ
れ
た
こ
と
は
、
国
家
が
土
地
な
き
佃
戸
層
へ
の
直
接
支
配
を
放
棄

し
、
地
主
層
の
支
配
に
委
ね
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
結
果
、
国
家
権
力
と

郷
紳
と
の
競
合
は
解
消
し
、
国
家
は
地
主
政
権
化
す
る
と
と
も
に
、
郷
紳
支
配

は
私
的
・
分
権
的
志
向
を
抑
制
し
、
集
権
国
家
と
共
存
す
る
形
で
体
制
化
さ
れ

た
。
こ
う
し
て
「
領
主
化
し
え
な
か
っ
た
封
建
的
支
配
者
が
、
集
権
制
の
傘
の

下
で
、
事
実
上
の
関
係
と
し
て
極
限
的
に
展
開
し
た
支
配
」
と
し
て
の
郷
紳
支

配
が
確
立
す
る
の
で
あ
る
(
6
)
。

郷
紳
支
配
論
は
、
そ
れ
を
封
建
制
の
成
立
と
す
る
に
せ
よ
(
重
田
説
)
、
封

建
制
の
再
編
成
(
宋
以
降
中
世
説
)
と
す
る
に
せ
よ
、
七

0
年
代
の
明
清
史
研

究
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
。
重
田
は
直
接
的
な
地
主
支
配
と
と
も
に
間
接

的
な
領
域
支
配
を
も
実
現
し
た
、
中
国
的
封
建
制
に
お
け
る
中
間
権
力
の
全
体

構
造
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
森
正
夫
は
、
郷
紳
支
配
論
の
重
要
性
を

評
価
し
な
が
ら
も
、
そ
の
趨
時
代
的
な
性
格
も
指
摘
し
て
い
る
。
郷
紳
支
配
の

基
盤
と
な
る
官
僚
の
優
免
特
権
や
大
土
地
所
有
は
、
す
で
に
宋
代
か
ら
出
現
し

て
お
り
、
重
聞
が
清
代
に
土
地
税
が
小
作
料
の
一
分
肢
と
化
し
た
例
証
と
し
て

重
視
す
る
、
「
賦
は
租
よ
り
出
ず
」
と
い
う
通
念
も
、
す
で
に
南
宋
に
は
存
在

し
て
い
た

(
7
τ

郷
紳
支
配
を
構
成
す
る
い
く
つ
か
の
重
要
な
要
素
は
、
す
で

に
宋
代
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
森
の
指
摘
は
、
「
郷
紳
支
配
」
の
理
解
の

た
め
に
、
「
市
京
元
明
移
行
期
」
と
い
う
長
期
的
観
点
が
必
要
な
こ
と
を
示
し
て

い
る
。し
か
し
八

0
年
代
以
降
、
発
展
段
階
論
に
も
と
づ
く
郷
紳
支
配
論
は
急
速
に

退
潮
し
、
森
正
夫
の
提
起
し
た
「
地
域
社
会
論
」
が
、
宋
代
以
降
の
中
国
史
研

究
の
主
潮
と
な
っ
て
ゆ
く
(
旦
。
森
の
い
う
「
地
域
社
会
」
と
は
、
実
体
概
念

と
し
て
の
地
理
空
間
と
い
う
よ
り
も
、
「
人
聞
の
生
き
る
基
本
的
な
場
」
と
し

て
の
方
法
概
念
で
あ
り
、
「
階
級
的
矛
盾
、
差
異
を
苧
み
な
が
ら
も
、
広
い
意

味
で
の
再
生
産
の
現
実
的
課
題
に
直
面
し
て
い
る
諸
個
人
が
、
共
通
の
社
会
秩

序
白
下
に
お
か
れ
、
共
通
の
リ
ー
ダ
ー
(
指
導
者
、
指
導
集
団
)
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
(
指
導
)
の
下
に
統
合
き
れ
て
い
る
地
域
的
な
場
」
で
あ
る
と
い
う
。

森
の
問
越
提
起
を
受
け
、
八

0
1九
0
年
代
に
は
、
特
定
の
地
域
担
金
を
分
析

対
象
と
し
た
社
会
経
済
史
研
究
が
多
く
の
成
果
を
あ
げ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
地
域
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社
会
論
」
的
研
究
は
、
必
ず
し
も
森
が
提
起
し
た
方
法
概
念
を
そ
の
ま
ま
継
承

し
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
そ
れ
ら
の
諸
研
究
は
、
特
定
の
地
域
社
会
を
ひ

と
つ
の
「
実
験
場
」
と
し
て
、
外
在
的
な
発
展
モ
デ
ル
に
と
ら
わ
れ
ず
、
同
時

代
人
の
意
識
や
心
性
に
即
し
て
、
秩
序
形
成
や
社
会
結
合
の
あ
り
方
を
、
生
成

的
に
描
き
出
す
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
共
有
し
て
い
た
。
八

0
年
代
以
降
、
硬

直
的
な
発
展
段
階
モ
デ
ル
か
ら
の
解
放
感
に
く
わ
え
、
多
く
の
研
究
者
が
現
実

の
中
国
社
会
に
接
し
た
こ
と
も
、
中
国
社
会
の
内
在
的
・
長
期
持
続
的
な
特
質

へ
の
関
心
を
高
め
た
。

そ
れ
で
は
「
地
域
社
会
論
」
で
は
、
「
発
展
」
や
「
国
家
」
と
い
う
テ
l
マ

は
ど
う
扱
わ
れ
た
の
か
。
七

0
年
代
ま
で
の
研
究
に
は
、
戦
前
の
「
中
国
社
会

停
滞
論
」
・
「
国
家
-
社
会
分
離
論
」
の
克
服
や
、
人
民
中
国
の
成
立
に
い
た
る

定
向
的
・
非
可
逆
的
な
発
展
の
検
証
と
い
う
共
通
課
題
が
あ
っ
た
。
し
か
し
岸

本
美
緒
に
よ
れ
ば
、
八

0
年
代
以
降
、
研
究
者
の
関
心
は
「
『
発
展
』
の
検
証

よ
り
も
、
よ
り
深
層
的
な
行
動
パ
タ
ー
ン
を
通
じ
て
、
人
々
の
行
動
を
『
理

解
』
し
よ
う
と
す
る
方
向
ご
と
移
行
し
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
必
然
的
な
発
展

(
な
い
し
絶
対
的
な
停
滞
)
を
本
質
論
的
に
論
証
す
る
よ
り
も
、
多
様
な
現
象
・

変
化
を
統
一
的
に
理
解
し
う
る
、
長
期
持
続
的
な
メ
タ
・
ル

1
ル
の
解
読
が
め

ざ
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
旦
。

一
方
で
、
社
会
に
お
け
る
自
生
的
な
秩
序
生
成
に
注
目
す
る
地
域
社
会
論
で

は
、
「
一
見
強
固
に
自
律
的
な
相
貌
を
以
て
立
ち
現
れ
る
『
地
域
』
と
、
そ
ご

か
ら
遊
離
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
『
国
家
』
と
を
い
か
に
有
機
的
な
統
合
の

も
と
に
描
出
す
る
か
」
も
難
し
い
課
題
で
あ
っ
た
(
叩
)
。
岸
本
は
こ
の
難
題
に

対
し
、
国
家
と
社
会
の
「
機
能
的
同
型
性
」
を
説
く
。
つ
ま
り
伝
統
中
国
の
国

家
と
は
、
「
本
来
社
会
全
般
に
広
が
る
秩
序
維
持
機
能
を
可
視
的
な
形
で
顕
在

化
さ
せ
た
」
も
の
で
あ
り
、
西
欧
モ
デ
ル
の
よ
う
に
、
多
様
な
中
間
団
体
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
社
会
と
、
国
家
権
力
と
が
機
能
的
に
分
離
し
て
い
た
の
で
は
な

い
。
つ
ま
り
中
国
に
お
け
る
国
家
と
社
会
は
、
同
一
の
秩
序
維
持
機
能
を
共
有

し
、
全
体
社
会
に
お
け
る
雰
貸
的
調
和
状
態
の
実
現
を
志
向
し
て
い
た
と
み
る

の
で
あ
る
(
担
。
総
じ
て
「
地
域
社
会
論
」
で
は
、
中
国
史
の
段
階
的
な
「
発

展
」
プ
ロ
セ
ス
や
、
国
家
と
社
会
と
の
二
元
的
対
抗
関
係
よ
り
も
、
む
し
ろ
長

期
持
続
的
で
、
国
家
と
社
会
と
を
通
底
す
る
メ
タ
・
ル

l
ル
を
解
明
し
よ
う
と

す
る
志
向
性
が
強
い
と
い
え
よ
う
。

他
方
、
地
域
社
会
論
と
は
別
に
、
西
欧
モ
デ
ル
の
発
展
段
階
論
に
か
わ
る
中

国
史
の
構
造
的
理
解
を
め
ざ
し
た
の
が
、
中
国
史
研
究
会
に
よ
る
専
制
国
家
論

で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
論
者
で
あ
る
足
立
啓
二
は
、
庸
宋
以
来
の
小
農
民
経
営

の
発
展
に
関
す
る
精
微
な
実
証
研
究
を
基
礎
に
、
宋
代
以
降
の
基
本
的
生
産
関

係
を
、
地
主
佃
戸
で
は
な
く
、
専
制
国
家
と
小
経
営
農
民
に
設
定
し
、
唐
宋

変
革
期
を
「
国
家
的
奴
隷
制
」
か
ら
「
国
家
的
農
奴
制
」
へ
の
転
換
期
、
明
末

清
初
の
郷
紳
支
配
を
「
国
家
的
農
奴
制
」
解
体
の
一
過
程
と
論
じ
て
い
る
(
世
)
。

重
田
徳
が
郷
紳
支
配
に
封
建
的
中
間
権
力
の
成
立
を
見
い
だ
し
た
の
に
対
し
、

専
制
国
家
論
で
は
、
中
国
史
に
お
け
る
自
律
的
な
中
間
権
力
・
中
間
団
体
の
不

在
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

伊
藤
正
彦
は
、
こ
う
し
た
専
制
国
家
論
に
近
い
立
場
か
ら
、
宋
1
明
初
の
国

家
社
会
関
係
を
再
検
討
し
た
、
一
連
の
研
究
で
次
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
し

て
い
る
。
①
宋
代
の
郷
村
で
箔
役
の
割
り
当
て
や
資
金
援
助
を
行
っ
た
「
義

役
」
は
、
自
律
的
な
団
体
結
合
で
は
な
く
、
読
書
人
の
主
導
に
よ
り
農
民
が
結

集
し
た
社
会
結
合
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
の
脆
弱
性
を
免
れ
な
か
っ
た
。
②
元

代
に
は
「
義
役
」
に
く
わ
え
、
宮
の
統
制
に
よ
り
他
律
的
運
営
を
図
っ
た
「
助

役
法
」
が
施
行
さ
れ
た
が
、
明
初
に
は
、
義
役
の
機
能
は
里
甲
制
に
吸
収
さ

れ
た
。
③
宋
代
の
地
方
官
は
農
業
技
術
指
導
と
社
会
秩
序
維
持
の
た
め
「
勧
農



486 

文
」
を
発
布
し
た
が
、
元
代
に
は
小
農
民
経
営
の
自
立
化
に
よ
り
、
農
業
技
術

指
導
が
消
え
、
明
初
に
は
勧
農
自
体
が
里
甲
制
に
委
ね
ら
れ
た
。
④
元
末
に

は
、
在
地
読
書
人
の
主
導
で
公
論
摂
取
・
綱
紀
粛
正
・
民
衆
教
化
を
軸
と
す
る

地
方
政
治
改
革
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
0

フ
ラ
ン
も
明
初
白
地
方
統
治
制
度
に
継

承
さ
れ
た
(
泊
)
。

つ
と
に
ジ
ョ
ン
・
ダ
l
デ
ス
、
潰
島
敦
俊
、
植
上
質
な
ど
は
、
元
末
の
斯
東

学
派
の
士
大
夫
が
推
進
し
た
、
郷
村
秩
序
維
持
や
地
方
政
治
改
革
が
、
明
初
統

治
体
制
の
源
流
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
(
想
。
さ
ら
に
伊
藤
の
研
究

は
、
そ
れ
が
南
宋
期
の
在
地
読
書
人
が
主
導
し
た
、
自
生
的
な
賦
役
改
革
や
地

方
政
治
改
革
に
淵
源
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
専
制
国
家
論
で

は
、
国
家
に
よ
る
小
農
民
の
直
接
支
配
と
中
間
団
体
の
不
存
在
を
強
調
す
る

が
、
伊
藤
も
ま
た
義
役
が
自
律
性
を
欠
い
た
脆
弱
な
社
会
結
合
で
あ
り
、
最
終

的
に
は
国
家
が
他
律
的
に
統
制
す
る
里
甲
制
に
帰
結
し
た
と
論
じ
る
。
伊
藤
の

観
点
は
、
社
会
の
側
か
ら
の
自
生
的
な
秩
序
生
成
に
注
目
す
る
地
域
社
会
論
と

は
対
照
的
で
あ
る
が
、
宋
元
明
移
行
期
の
国
家

i
社
会
関
係
の
展
開
を
体
系
的

に
論
じ
た
重
要
な
成
果
で
あ
る
こ
と
は
う
た
が
い
な
い
。

唐
宋
変
革
と
明
清
変
革
の
あ
い
だ

日
本
の
明
清
史
研
究
が
、
郷
紳
支
配
論
か
ら
地
域
社
会
論
へ
と
展
開
し
た

七
0
年
代
か
ら
八

0
年
代
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
の
中
国
史
研
究
で
も
、
帝

政
後
期

(
E
E
E官
E
-
2
2
)
の
中
国
社
会
の
内
在
的
・
長
期
的
変
化
を
解

明
し
よ
う
と
す
る
、
「
中
国
自
身
に
即
し
た
」
ア
プ
ロ
ー
チ

(
n
z
E
2旦
R
立

与
胃
s
n
F
)

が
主
潮
流
と
な
っ
て
ゆ
く
。
日
本
の
地
域
社
会
論
も
、
ア
メ
リ
カ

の
「
中
国
自
身
に
即
し
た
」
研
究
も
、
西
欧
モ
デ
ル
の
外
在
的
な
歴
史
理
請
に

よ
り
中
国
史
を
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
中
国
史
の
内
発
的
変
化
を
重
視
し
、

中
国
史
を
そ
れ
自
身
の
文
脈
で
経
験
的
に
と
ら
え
よ
う
と
し
た
。
ま
た
両
者
は

い
ず
れ
も
、
伝
統
中
国
と
近
代
中
国
の
断
絶
性
を
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、
帝

政
後
期
か
ら
近
代
に
い
た
る
連
続
性
を
重
視
し
、
近
代
中
国
を
明
清
以
降
の
長

期
的
歴
史
過
程
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
。

た
だ
し
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
新
潮
流
に
は
、
重
要
な
相
違
も
あ
る
。
「
地
域

社
会
論
」
は
、
西
欧
モ
デ
ル
の
発
展
段
階
論
を
、
演
縛
的
に
中
国
史
に
適
用
し

よ
う
と
す
る
戦
後
中
国
史
研
究
へ
の
反
省
か
ら
提
起
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
地
域

社
会
論
で
は
、
中
国
史
の
定
向
的
な
発
展
過
程
よ
り
も
、
む
し
ろ
長
期
持
続
的

な
深
層
の
秩
序
原
理
を
解
明
し
よ
う
と
い
う
志
向
性
が
強
か
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
、
ア
メ
リ
カ
の
「
中
国
自
身
に
即
し
た
」
研
究
は
、
伝
統
中
国
社
会
は
本
質

と
し
て
停
滞
的
で
あ
り
、
西
欧
の
衝
撃
に
対
す
る
反
応
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
近

代
他
に
向
か
っ
た
と
い
う
、
「
衝
撃
1
反
応
」
パ
ラ
ダ
イ
ム
や
近
代
化
論
へ
白

反
発
か
ら
登
場
し
た

(50
こ
の
た
め
ア
メ
リ
カ
で
は
、
中
国
史
独
自
の
発
展

過
程
に
注
目
し
、
明
清
か
ら
近
代
に
い
た
る
長
期
的
社
会
変
動
を
解
明
し
よ
う

と
し
た
。
フ
ォ
ン
-
グ
ラ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
後
期
帝
政
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、

中
国
の
支
配
的
制
度
や
価
値
観
の
持
続
性
と
柔
軟
性
を
強
調
し
、
一
方
で
は
西

洋
の
侵
入
に
先
だ
っ
社
会
変
化
の
内
発
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
注
意
を
集
め
た
」

の
で
あ
る
(
柑
)
。

ま
た
八

0
年
代
以
降
の
日
本
主
ア
メ
リ
カ
の
明
清
・
近
代
史
研
究
で
は
、
い

ず
れ
も
中
国
全
体
で
は
な
く
、
特
定
の
地
方
(
地
域
)
社
会
を
分
析
対
象
と

す
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
し
こ
の
点
で
も
両
者
に
は
ス
タ
ン
ス
の
遣
い
が
あ

る
。
森
正
夫
の
「
地
域
社
会
」
は
、
地
理
的
主
実
体
と
い
う
よ
り
も
方
法
概

念
で
あ
り
、
そ
の
後
の
地
域
社
会
論
的
研
究
で
も
、
特
定
の
地
域
社
会
を
「
実

験
場
」
と
し
て
、
中
国
史
を
通
底
す
る
秩
序
原
涯
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
傾
向

が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
ア
メ
リ
カ
の
地
方
社
会

(
-
o
E
F
R
5
4
)
研
究
で
は
、
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G

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
キ
ナ
ー
の
「
地
域
シ
ス
テ
ム
論
」
(
目
堕
C
E
Z
v
a
E
S

E
s
q
g
)
の
影
響
が
決
定
的
に
強
く
、
当
該
の
地
方
社
会
が
、
地
域
シ
ス
テ

ム
全
体
に
占
め
る
位
置
と
機
能
が
議
論
自
前
提
と
な
り
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
結

論
を
、
中
国
全
体
に
敷
街
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
中
国
史
研
究
の
新
潮
流
を
リ
ー
ド
し
た
の
は
、
や
は
り

明
清
・
近
代
史
で
あ
り
、
近
年
で
は
明
代
後
期
ら
清
代
を
自
己
で
き
号

E
(近

世
・
初
期
近
代
)
と
呼
ぶ
こ
と
も
多
い
。
す
で
に
七

0
年
代
か
ら
、
唐
宋
変

革
期
以
降
の
長
期
変
化
の
探
求
は
始
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
画
期
と
な
っ
た
著

作
が
、
マ
ー
ク
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
『
中
国
史
の
パ
タ
ー
ン
』
(
富
山
再
開
E
P
呂町

』
ロ
ミ
芯
喜
夫
円
吉
s
n
E
』UEN
』

P
E
R
bミ
丸
岡

E
g呈
RHahn也
、
内
吉
宮
忠
一
印
EHμhcE

C
E〈
司
自
q
H
ν
E
F
Z誌
)
で
あ
る
。
エ
ル
ヴ
イ
ン
は
日
本
の
研
究
成
果
を
活

用
し
、
唐
宋
変
革
か
ら
近
代
に
い
た
る
社
会
経
済
の
展
開
を
包
括
的
に
検
討
し

た
。
彼
は
特
に
唐
宋
変
革
期
に
お
け
る
農
業
生
産
・
水
上
交
通
・
貨
幣
経
済
・

商
業
他
・
都
市
化
・
科
学
技
術
の
飛
躍
的
発
展
を
指
摘
し
、
こ
れ
を
「
中
世
経

済
革
命
」
(
目
。

&
2
N
L
R。
ロ
。
吉
宗
門
。
〈
O
宮内
5
2
)

と
呼
ん
だ
。
し
か
し
エ
ル
ヴ
ィ

ン
に
よ
れ
ば
、
中
世
経
済
革
命
の
、
技
術
革
新
を
と
も
な
う
経
済
成
長
は
持
続

し
な
か
っ
た
。
明
清
期
に
は
、
唐
宋
変
革
期
に
現
れ
た
技
術
の
洗
練
や
普
及
に

よ
る
経
済
の
量
的
成
長
は
あ
っ
た
が
、
技
術
革
新
は
生
じ
な
か
っ
た
。

中
世
経
済
革
命
を
頓
挫
さ
せ
た
の
が
、
「
寸
四
世
紀
の
転
換
点
〕

(
E
E
H円高

官
日
目
見
百
円
宮
内
甘
ロ
ユ
自
ロ
岳
自
己
ロ
弓
)
で
あ
る
。
そ
の
要
因
は
三
つ
あ
っ
た
。
ま

ず
、
①
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
充
足
で
あ
る
。
唐
末
以
来
の
移
住
に
よ
り
、
中
国
南

方
の
開
発
が
進
み
、
中
世
経
済
革
命
の
ひ
と
つ
の
原
動
力
と
な
っ
た
。
し
か
し

一
三

O
O年
ご
ろ
に
は
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
減
少
と
資
源
の
限
界
に
よ
り
、
農

業
部
門
白
拡
大
は
人
口
増
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
、
技
術
革
新
も
ス
ト
ッ
プ
し
て

し
ま
っ
た
。
つ
い
で
、
②
一
非
中
国
世
界
か
ら
の
孤
立
化
が
あ
る
3

十
四
世
紀
以

降
、
元
末
や
明
代
の
政
権
に
よ
る
海
外
貿
易
の
制
限
に
よ
り
、
沿
海
地
域
の
経

済
は
衰
退
し
、
科
学
技
術
の
革
新
へ
の
刺
激
も
失
わ
れ
た
。
南
方
中
国
の
人
口

充
足
の
の
ち
、
海
外
へ
の
拡
張
に
よ
り
中
世
経
済
革
命
の
原
動
力
を
維
持
す
る

と
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
最
後
に
、
③
自
然
現
象
に
対
す
る
概
念
の
変
化
が
挙

げ
ら
れ
る
。
正
統
思
想
と
し
て
確
立
し
た
新
儒
教
の
、
自
然
界
と
人
聞
を
と
も

に
理
と
気
の
二
元
論
で
説
明
す
る
理
論
が
、
科
学
技
術
上
の
創
造
性
に
マ
イ
ナ

ス
に
作
用
し
た
と
み
る
の
で
あ
る
。
十
六
世
紀
以
降
、
経
済
成
長
は
再
開
さ
れ

る
が
、
そ
れ
は
質
的
変
革
な
き
量
的
成
長
で
あ
っ
た
。
清
代
の
中
国
は
、
技
術

変
革
の
な
い
ま
ま
人
口
と
経
済
規
模
が
拡
大
し
、
人
口
摺
加
が
既
存
の
技
術
と

可
用
資
源
に
よ
る
最
大
生
産
量
を
超
過
す
る
と
、
戦
乱
や
飢
鐘
な
ど
の
マ
ル
サ

ス
的
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
人
口
が
減
少
す
る
と
い
う
、
=
同
位
平
衡
の
わ
な
」

(FO

E
事
L
m〈巴

Z
E
-
-
z
E
C
Eけ
E
円
以
)
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。

一方、

G

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
キ
ナ

l
は
、
「
地
域
シ
ス
テ
ム
論
」
白
観
点

か
ら
、
賠
宋
変
革
以
降
の
社
会
経
済
変
化
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
。
周
知
の
よ

う
に
、
ス
キ
ナ

I
は
編
著
『
後
期
帝
政
中
国
の
都
市
』
(
口
ヨ
一
一
缶
百
印
E
5
2

0

弘
一
世
宮
町
之
、

s
h
E
G
H語、句、
E
~
Q三一泊予∞
E
ロ
甘
己
巴
邑
〈
ぬ
円
節
目
円
可

362ω-Hmw叶
叶
)

に
お
い
て
、
帝
政
後
期
の
中
国
は
単
一
の
経
済
シ
ス
テ
ム
に
統
合
さ
れ
て
お
ら

ず
、
八
つ
の
経
済
的
に
完
結
性
の
強
い
大
地
域

(
E
R
E百
msz)
か
ら
な
っ

て
い
た
と
論
じ
る
(
立
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
地
域
は
空
間
的
な
経
済
シ
ス
テ
ム
を

形
成
す
る
と
と
も
に
、
時
間
的
に
も
独
自
の
周
期
的
な
発
展
サ
イ
ク
ル
を
も
っ

て
い
た
。
各
大
地
域
に
は
経
済
成
長
・
人
口
動
向
・
社
会
経
済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク

ス
に
わ
た
る
独
自
の
リ
ズ
ム
が
あ
り
、
主
朝
交
替
な
ど
の
歴
史
的
事
件
や
、
気

象
変
動
な
ど
の
自
然
現
象
が
、
各
大
地
域
に
あ
た
え
る
影
響
も
異
な
り
、
発
展

サ
イ
ク
ル
は
非
同
調
的
で
あ
っ
た
。

ま
た
ス
キ
ナ
!
は
、
唐
宋
変
革
期
を
、
国
家
の
商
業
統
制
の
弛
緩
大
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都
市
の
急
成
長
・
農
村
市
場
町
の
出
現
な
ど
が
進
ん
だ
「
中
世
都
市
革
命
」

(自

E
5
5
-
c号
E
B
E
E
C
E
)
期
と
称
す
る
。
中
世
都
市
革
命
は
、
先
進
的

な
大
地
域
に
お
い
て
、
発
展
サ
イ
ク
ル
の
上
昇
局
面
で
生
じ
た
。
十
二
世
紀
ま

で
の
華
北
大
地
域
、
十
三
世
紀
ま
で
の
長
江
下
流
大
地
域
東
南
沿
海
大
地
域

な
ど
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
大
地
域
の
都
市
化
・
商
業
佑
は
、
明
代
ま
た
は
清

代
に
、
よ
う
や
く
南
宋
期
町
長
江
下
流
と
同
レ
ヴ
ェ
ル
に
達
し
た
ロ
ま
た
大
地

域
内
部
で
も
、
周
辺
部
の
発
達
は
、
明
清
期
に
よ
う
や
く
南
宋
期
の
中
心
部
の

レ
ヴ
ェ
ル
に
い
た
っ
た
。
十
三
世
紀
の
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
入
は
、
多
く
の
大
地
域

を
停
滞
な
い
し
衰
退
さ
せ
、
十
四
世
紀
に
は
閉
鎖
的
対
外
政
策
な
ど
に
よ
り
、

す
べ
て
の
大
地
域
が
共
時
的
に
衰
退
し
た
。
し
か
し
十
六
世
紀
以
降
は
、
中
世

都
市
革
命
期
に
最
先
進
地
域
の
中
心
部
で
進
ん
だ
プ
ロ
セ
ス
が
、
拡
大
さ
れ
強

化
さ
れ
た
。

中
世
期
の
都
市
シ
ス
テ
ム
は
未
完
成
で
不
均
等
で
あ
っ
た
が
、
明
清
期
の

都
市
シ
ス
テ
ム
は
よ
り
成
熟
し
、
単
一
の
階
層
的
シ
ス
テ
ム
に
統
合
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
中
世
期
に
は
、
海
外
貿
易
や
技
術
革
新
が
都
市
化
の
動
因
で
あ
っ
た

が
、
明
清
期
に
は
む
し
ろ
人
口
培
・
農
村
の
商
業
化
・
地
域
間
交
易
の
役
割
が

大
き
か
っ
た
。
ス
キ
ナ
l
も
エ
ル
ヴ
イ
ン
と
同
様
、
唐
宋
変
革
期
に
お
け
る
商

業
化
・
都
市
化
の
急
発
展
と
、
十
四
世
紀
の
全
面
的
衰
退
を
指
摘
す
る
。
し
か

し
ス
キ
ナ
ー
の
場
合
、
明
清
期
に
は
都
市
他
の
量
的
拡
大
が
、
質
的
変
革
に
転

化
し
た
と
み
る
。
局
地
的
で
あ
っ
た
都
市
化
が
、
先
進
地
か
ら
後
進
地
へ
、
中

心
か
ら
周
辺
へ
と
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、
各
大
地
域
に
階
層
的
な
都
市
シ
ス

テ
ム
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
ス
キ
ナ

l
の
大
地
域
論
と
、
各
地
域
ご
と
の
非
同
調
的
な
発
展

サ
イ
ク
ル
と
い
う
理
論
を
応
用
し
て
、
麿
宋
変
革
期
か
ら
宋
元
明
移
行
期

に
い
た
る
長
期
変
容
を
分
析
し
た
の
が
、
ロ
パ

l
ト
・
ハ

l
ト
ウ
エ
ル
で

あ
る
。
ハ

l
ト
ウ
ェ
ル
は
論
文
「
中
国
の
人
口
的
・
政
治
的
・
社
会
的
変
容
、

七
五
O

|
一
五
五
O
年
」
(
問
。

σ
E
z
z
z
=
¥ロ
2
。
m
E
Z】
PHue-ESY
自己

印

2
5
ニJ
E
B『
O
E
E
Eロ
E
n
Z
E
-
4
E
E
E
)
¥ョ
同
号
E
足
、
shwsq
目。H
』
た
邑
町
内

h
E是
E
b
1
N
L也
∞

N)
に
お
い
て
、
膨
大
な
史
料
の
定
量
分
析
に
よ
り
、
唐
代

後
期
か
ら
明
代
中
期
ま
で
の
八
百
年
聞
の
人
口
・
経
済
行
政
・
政
治
・
社
会

の
変
容
を
概
括
し
た
。
彼
は
ス
キ
ナ
l
k
同
じ
く
、
中
国
全
土
で
一
律
な
直
線

的
進
歩
で
は
な
く
、
地
域
的
・
周
期
的
な
発
展
プ
ロ
セ
ス
の
総
体
と
し
て
、
唐

宋
変
革
以
降
の
中
国
史
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

ハ
1
↑
ウ
ェ
ル
は
ま
ず
、
宋
代
目
中
国
を
ス
キ
ナ
ー
の
大
地
域
論
に
よ
り
、

雲
寅
を
の
ぞ
く
七
大
地
域
に
分
け
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
大
地
域
は
複
数
の
亜

地
域

2
5
2問
巴
ロ
)
に
分
け
る
。
そ
の
う
え
で
各
大
地
域
・
亜
地
域
を
、
中

心
部

(
2
5
)
と
周
辺
部
(
宮
口
℃
宮
弓
)
に
区
分
し
た
。
そ
し
て
各
大
地
域

型
地
域
、
お
よ
び
そ
の
中
心
部
と
周
辺
部
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
紀
元
一

1

二
十
世
紀
の
長
期
的
発
展
サ
イ
ク
ル
を
人
口
変
動
を
指
数
に
示
し
た
。
そ
し
て

地
域
内
発
達
・
地
域
間
定
住
・
政
府
の
形
式
組
織
・
政
治
エ
リ
ー
ト
の
変
容
と

い
う
四
つ
の
局
面
か
ら
、
唐
代
後
半
以
降
の
長
期
変
容
を
論
じ
て
ゆ
く
。

ま
ず
各
地
域
の
発
展
サ
イ
ク
ル
は
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
定
住
(
雪
5
2

ω
喜一
E
5
2
)
・
急
速
な
発
展
(
円
呂
田
巳
己
宮
内
}
告
E
g円
)
・
シ
ス
テ
ム
的
衰
退

(ω
百
件
。
百
円
色
合
己
目
。
)
・
平
衡
状
態

(
2
5出
耳
E
E
)
の
四
段
階
か
ら
な
る
。
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
期
に
は
、
生
産
性
が
高
い
地
域
中
心
部
か
ら
人
口
増
と
開
発
が
は

じ
ま
り
、
移
住
や
自
然
増
に
よ
り
中
心
部
の
人
口
が
臨
界
点
に
達
す
る
と
、
地

域
は
発
展
期
に
移
行
し
、
人
口
と
開
発
は
周
辺
部
へ
と
拡
大
し
、
地
域
内
シ
ス

テ
ム
が
成
立
す
る
。
逆
に
衰
退
期
に
は
、
周
辺
部
か
ら
人
口
減
と
開
発
の
後
退

が
は
じ
ま
る
。
ま
た
唐
代
後
半
以
降
、
人
口
は
北
方
諸
地
域
か
ら
南
方
諸
地
域

へ
、
特
に
長
江
下
流
・
長
江
中
流
東
南
沿
海
大
地
域
へ
と
移
動
し
た
。
南
方
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稲
作
地
域
の
開
発
に
よ
り
、
十
一
世
紀
ま
で
に
南
北
の
経
済
的
・
人
口
的
関
係

は
逆
転
し
、
十
二
世
紀
以
降
の
華
北
に
お
け
る
北
方
民
族
の
侵
入
や
自
然
災
害

に
よ
り
、
南
方
の
優
位
は
決
定
的
ー
と
な
る
ロ
た
だ
し
十
三
世
紀
末
ま
で
に
は
南

方
諸
地
域
白
人
口
増
や
開
発
も
限
界
に
達
し
、
十
四
世
紀
以
降
は
南
北
と
も
に

類
似
し
た
人
口
サ
イ
ク
ル
を
た
ど
っ
た
。

こ
う
し
た
地
域
内
発
達
や
地
域
間
移
住
の
進
展
は
、
政
治
シ
ス
テ
ム
の
変
容

も
も
た
ら
し
た
。
唐
代
後
半
か
ら
、
人
口
欄
密
地
域
の
拡
大
し
た
帝
国
で
、
中

央
政
府
が
帝
国
全
体
の
日
常
政
務
を
運
営
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
り
、
唐
・
北

宋
の
使
職
、
南
宋
の
総
領
所
、
元
の
行
省
、
明
の
省
と
、
広
域
的
地
域
行
政
が

発
達
し
強
化
さ
れ
た
。
ま
た
宋
初
ま
で
は
、
地
方
政
治
の
中
心
は
州
で
あ
っ

た
。
し
か
し
地
域
発
達
に
よ
り
周
辺
部
の
開
発
と
人
口
増
が
進
む
と
、
知
州
が

州
内
全
域
の
日
常
政
務
を
運
営
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
、
地
方
統
合
の
機
能

の
多
く
は
県
に
移
っ
た
。
つ
ま
り
帝
国
全
体
の
開
発
と
人
口
増
の
結
果
、
行
政

権
力
の
中
心
は
中
央
政
府
か
ら
広
域
的
行
政
権
力
へ
、
州
か
ら
県
へ
と
漸
進
的

に
シ
フ
ト
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
J

た
過
程
で
、
政
治
・
社
会
的
エ
リ
ー
ト
層
の
性
格
も
変
化
し
た
。
北

宋
前
期
に
朝
廷
中
枢
を
占
め
た
の
は
、
最
初
期
に
は
建
国
の
功
臣
で
あ
る
「
創

業
エ
リ
ー
ト
」
(
甘
口
旦
E
向
。
一
件
。
)
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
後
は
「
職
業
エ
リ
ー

ト
」
(
唱
。
甘

E
。
E
-
o
z
Z
)
が
主
流
と
な
っ
た
。
職
業
エ
リ
ー
ト
は
、
唐
代
以

来
の
名
門
家
系
で
あ
り
、
主
と
し
て
園
都
中
心
に
居
住
し
、
相
互
に
全
国
的

な
遇
婚
関
係
を
結
び
、
子
弟
を
代
々
高
官
に
送
出
し
た
。
科
挙
制
度
の
確
立

が
、
一
気
に
門
商
貴
族
か
ら
士
大
夫
官
僚
へ
の
交
替
を
も
た
ら
し
た
わ
け
で
は

な
く
、
北
宋
期
の
職
業
エ
リ
ー
ト
は
、
蔭
に
よ
る
任
官
や
通
婚
関
係
な
ど
の
政

治
・
文
化
・
社
会
資
本
を
活
用
し
、
任
官
者
を
輩
出
し
つ
づ
け
た
。
し
か
し

南
方
諸
地
域
な
ど
田
開
発
の
結
果
、
地
方
社
会
に
は
経
済
的
実
力
を
蓄
積
し
た

「
地
方
紳
士
層
」

(
E
E
J
2
5
)
が
台
頭
す
る
。
十
一
世
紀
末
以
降
の
党
争
や

北
宋
の
滅
亡
を
経
て
、
十
二
世
紀
に
は
職
業
エ
リ
ー
ト
層
は
し
だ
い
に
地
方
紳

士
層
に
同
化
L
、
階
層
と
し
て
は
消
滅
し
て
ゆ
く
。
南
宋
期
に
エ
リ
ー
ト
階
層

?
と
し
て
橋
立
し
た
地
方
紳
士
層
は
、
科
挙
に
よ
り
官
僚
も
送
出
し
た
が
、
全
体

と
し
て
よ
り
多
様
な
移
動
戦
略
を
と
っ
た
。
彼
ら
の
中
心
的
目
的
は
、
任
官
へ

の
特
化
で
は
な
く
、
地
方
で
の
社
会
経
済
的
・
政
治
的
地
位
の
強
化
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
ハ
ー
ト
ウ
エ
ル
の
研
究
は
、
八

0
年
代
以
降
の
宋
代
史
研
究
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
が
、
特
に
北
宋
の
職
業
エ
リ
ー
ト
か
ら
南
宋
の
地
方
紳
士
層
へ
の
移

行
と
い
う
テ
ー
ゼ
は
、
後
述
す
る
ハ
イ
ム
ズ
を
は
じ
め
、
宋
代
地
方
社
会
研
究

の
出
発
点
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
従
来
の
唐
宋
変
革
論
に
加
え
て
、
「
両
宋
変
革

論
」
と
い
う
論
点
を
生
み
だ
し
、
さ
ら
に
国
家
社
会
関
係
の
変
容
と
い
う
問

題
に
も
展
開
し
て
い
っ
た
。

ス
テ
イ
ト
ア
ウ
テ
ィ
ヴ
イ
ズ
ム
と
エ
リ
ー
ト

ア
ヲ
テ
ィ
ヴ
イ
ズ
ム

日
本
の
中
国
史
研
究
に
お
け
る
国
家

l
社
会
関
係
の
研
究
が
、
専
制
的
王
朝

国
家
の
農
民
支
配
と
い
う
間
越
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
た
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
国
家

1
社
会
関
係
論
の
焦
点
と
な
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
官
僚
行
政
と

地
方
社
会
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
で
あ
っ
た
。
そ
の
出
発
点
と
な
っ
た
の
は
、

ス
キ
ナ
1
『
後
期
帝
政
中
国
の
都
市
』
に
お
け
る
、
漢
代
以
降
の
人
口
増
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
県
の
数
が
十
分
に
増
加
し
な
い
と
い
う
問
題
提
起
で
あ
っ
た

(
想
。
ス
キ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
総
人
口
は
後
漢
末
の
六

0
0
0万
か
ら
、

唐
末
の
八

0
0
0万
、
北
宋
末
の
一
億
一

0
0
0万
、
明
末
の
二
億
、
清
末
の

四
億
二
五

O
O万
と
増
加
し
た
。
し
か
し
各
王
朝
の
盛
期
に
お
け
る
県
レ
ヴ
ェ
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ル
の
行
政
単
位
の
総
数
は
、
漢
代
は
二
八

O
、
唐
代
は
二
ゴ
二
五
、
宋
代
は

一
一
一
五
、
明
代
は
二
二
八
五
、
清
代
は
一
三
六
O
E
、
さ
ほ
ど
増
え
て
い
な

い
。
後
漢
の
一
県
あ
た
り
人
口
は
五
万
人
で
あ
り
、
も
し
清
代
に
五
万
人
あ
た

り
一
県
を
設
け
れ
ば
、
八
五

O
O県
が
必
要
な
は
ず
で
あ
る
。
人
口
増
に
と
も

な
っ
て
行
政
機
構
が
成
長
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
人
口
増
に
応
じ
て
地
方
官
庁

が
増
加
し
、
官
僚
や
職
員
も
膨
張
す
れ
ば
、
中
央
政
府
が
帝
国
全
土
の
行
政
機

構
を
統
制
し
調
整
す
る
た
め
の
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
が
破
綻
し
て
し

ま
う
。
さ
ら
に
官
僚
機
構
が
膨
張
す
れ
ば
、
そ
れ
を
維
持
す
る
た
め
に
人
民
か

ら
の
徴
収
を
強
化
せ
ざ
る
を
得
ず
、
王
朝
に
対
す
る
不
満
も
欝
積
す
る
こ
と
に

な
る
。
結
局
、
統
一
帝
国
は
基
層
レ
ヴ
ェ
ル
の
行
政
機
能
の
範
囲
と
、
地
方
シ

ス
テ
ム
に
お
け
る
実
効
性
を
漸
減
吉
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
維
持
さ
れ
た
の
で

あ
る
。唐
代
ま
で
は
、
県
城
が
県
内
の
経
済
的
行
政
的
な
中
心
的
機
能
を
独
占
し

て
い
た
。
官
が
統
制
す
る
域
内
の
市
の
ほ
か
、
城
外
に
市
場
を
設
け
る
こ
と
は

許
さ
れ
ず
、
県
城
は
輸
送
~
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
物
資
集
散
の
中
心
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
宋
代
に
は
官
に
よ
る
市
場
統
制
は
弛
緩
し
、
先
進
地
域
の
中
心
部
で

は
、
農
村
に
多
く
の
市
場
町
が
生
ま
れ
た
。
県
域
が
独
占
し
て
い
た
経
済
機
能

が
城
外
に
拡
散
す
る
の
と
並
行
し
て
、
県
城
の
行
政
機
能
も
拡
散
し
て
ゆ
く
。

「
地
方
の
諸
事
に
官
が
関
与
す
る
程
度
は
、
市
場
や
商
業
だ
け
で
は
な
く
、
社

会
統
制
(
た
と
え
ば
紛
争
処
理
)
や
行
政
自
体
に
つ
い
て
も
、
着
実
に
低
下

し
」
、
「
経
済
の
み
な
ら
ず
行
政
や
社
会
も
ふ
く
む
、
す
べ
て
の
機
能
に
お
け
る

官
僚
政
府
の
役
割
が
着
実
に
縮
小
し
て
い
っ
た
」
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
唐
宋
変

革
以
降
、
人
口
増
や
経
済
拡
大
に
応
じ
た
官
僚
機
構
の
拡
充
が
な
さ
れ
な
か
っ

た
結
果
、
地
方
宮
治
の
経
済
的
・
行
政
的
機
能
の
多
く
が
、
民
間
社
会
の
自
生

的
な
活
動
に
委
ね
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
う
し
た
趨
勢
は
後
期
帝
政
期
も
一

貫
し
て
続
い
た
の
で
あ
る
。

人
口
増
や
経
済
拡
大
に
対
応
し
た
行
政
機
構
の
未
発
達
、
そ
れ
に
起
因
す
る

経
済
・
行
政
機
能
の
県
城
日
官
僚
政
府
か
ら
民
間
社
会
へ
の
拡
散
と
い
う
テ
ー

ゼ
は
、
八

0
年
代
以
降
、
欧
米
の
中
国
史
研
究
に
お
け
る
「
国
家
と
社
会
」
関

係
論
の
前
提
と
な
っ
た
。
宋
代
史
の
分
野
で
、
ハ
ー
ト
ウ
エ
ル
や
ス
キ
ナ
ー
の

問
題
提
起
を
う
け
て
地
方
社
会
研
究
を
開
拓
し
た
の
が
、
ロ
パ

l
ト
・
ハ
イ
ム

ズ
の
「
政
治
家
と
紳
士
北
宋
・
南
宋
期
、
江
西
撫
州
の
エ
リ
ー
ト
』
(
問
。
ウ
一
一
百
件

目〕
E
M
O
P
-同
芯
た
さ
ね
芯
お
さ
出
白
鳥
芯
号
、

S
2
日
空
同
~
"
な
ミ
『
ミ
i
a
E
F
h
E
5
s
h
T
F
吉

宗
ミ
雪
主
主
民
日
山
玄
武
君
主
純
白
史
認
伊
円
山
吉
宵
正
問
内
巴
ロ
ミ
2
2
4
H
M日
ω
P
E
a
G
)

で
あ

ス制。

ハ
イ
ム
ズ
は
ハ

l
ト
ウ
エ
ル
が
中
回
全
土
を
対
象
と
し
て
分
析
し
た
両
宋
間

の
社
会
変
革
を
、
江
西
撫
州
と
い
う
一
地
方
社
会
に
密
着
し
て
、
エ
リ
ー
ト
層

自
存
在
形
態
と
国
家
1
社
会
関
係
の
変
容
を
中
心
に
再
検
討
を
加
え
た
。
北
宋

期
の
エ
リ
ー
ト
層
は
、
撫
州
の
領
域
を
超
え
て
全
国
的
な
婚
姻
網
を
広
げ
、
居

住
す
る
県
以
外
に
も
、
撫
州
内
外
に
邸
宅
・
寺
廟
な
ど
の
建
築
や
寄
進
を
行

い
、
ま
た
任
官
者
は
し
ば
し
ば
撫
州
を
は
な
れ
赴
任
地
な
ど
に
定
住
し
た
。
こ

れ
に
対
し
南
宋
の
エ
リ
ー
ト
層
は
、
多
〈
は
撫
州
白
同
一
県
内
で
遇
婚
し
、
同

一
県
内
の
限
ら
れ
た
エ
リ
ア
で
邸
宅
や
寺
廟
な
ど
の
建
築
や
寄
進
を
行
い
、
任

官
者
も
撫
州
以
外
に
本
拠
を
移
す
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
南
宋
の
エ

リ
ー
ト
も
、
官
界
・
学
術
・
友
人
関
係
な
ど
に
お
い
て
、
撫
州
を
こ
え
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
い
た
が
、
全
体
と
し
て
彼
ら
の
活
動
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

地
方
社
会
の
範
囲
を
中
心
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
エ
リ
ー
ト
層
の
上
昇
や
身
分

維
持
の
た
め
の
戦
略
が
、
子
弟
の
任
官
を
第
一
義
と
す
る
北
宋
期
の
全
国
的
戦

略
か
ら
、
任
官
を
多
様
な
職
業
選
択
白
一
選
択
肢
と
す
る
地
方
的
戦
略
へ
と
変

容
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
た
だ
し
ハ
イ
ム
ズ
は
、
ハ
ー
ト
ウ
エ
ル
の
よ
う
に
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エ
リ
ー
ト
層
が
「
職
業
エ
リ
ー
ト
」
か
ら
「
地
方
紳
士
」
に
変
化
し
た
と
は
見

な
い
。
撫
州
の
エ
リ
ー
ト
層
は
北
宋
・
南
宋
を
通
じ
て
連
続
性
が
強
く
、
変
化

し
た
の
は
エ
リ
ー
ト
層
の
構
成
自
体
と
い
う
よ
り
も
、
彼
ら
が
選
択
し
た
戦
略

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
南
宋
期
に
は
、
地
方
民
兵
組
織
、
福
祉
的
事
業
や
救
荒
、
水
利
の
開
発

や
管
理
、
橋
梁
建
設
、
土
地
調
査
な
ど
、
地
方
の
社
会
管
理
や
公
益
事
業
の
多

く
の
局
面
に
お
い
て
、
官
僚
統
治
の
役
割
が
低
下
し
、
地
方
エ
リ

l
T
の
主
導

性
が
拡
大
し
た
。
総
じ
て
南
宋
期
に
は
、
国
家
の
権
力
と
活
動
が
低
下
し
、
任

官
が
エ
リ
ー
ト
家
族
の
上
昇
戦
略
に
も
つ
意
味
も
減
少
し
た
。
国
家
武
力
の
弱

体
化
に
よ
る
地
方
の
治
安
悪
化
の
た
め
、
エ
リ
ー
ト
層
は
地
方
的
基
盤
を
固
め

る
必
要
が
あ
り
、
一
方
で
彼
ら
が
地
方
有
力
者
な
い
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
果
た
す
社
会
的
役
割
は
増
大
し
た
。
要
す
る
に
地
方
に
お
け
る
国

家
の
弱
体
化
が
、
エ
リ
ー
ト
の
地
方
的
戦
略
と
社
会
活
動
へ
の
積
極
性
を
も
た

ら
し
た
の
で
あ
る
。

ハ
イ
ム
ズ
は
ハ

1
ト
ウ
ェ
ル
の
問
題
提
起
を
、
撫
州
と
い
う
地
方
社
会
に
即

し
て
洗
練
し
、
北
宋
期
の
職
業
エ
リ
ー
ト
か
ら
南
宋
期
の
地
方
エ
リ
ー
ト
へ
の

移
行
の
実
体
を
描
き
だ
し
た
。
む
ろ
ん
岡
元
司
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
北
宋
か

ら
南
宋
に
か
け
て
の
エ
リ
ー
ト
層
の
変
化
は
相
対
的
・
漸
進
的
で
あ
り
、
南
宋

期
に
も
「
国
家
と
エ
リ
ー
ト
の
分
離
」
と
し
て
分
析
を
棚
上
げ
せ
ず
、
地
方
社

会
に
お
け
る
、
国
家
と
エ
リ
ー
ト
の
名
様
な
関
係
と
そ
の
変
容
を
検
討
し
て
ゆ

く
必
要
が
あ
る
(
叩
)
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
ハ
イ
ム
ズ
は
コ
ン
ラ
ッ
ド
・

シ
ロ
カ
ウ
ア
ー
と
共
編
し
た
宋
代
の
政
治
思
想
に
関
す
る
論
文
集
、
『
経
世

宋
代
中
国
に
お
け
る
国
家
と
社
会
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
(
回
忌
日
門
司
白
山
E
2

2
a
p
H
R
邑
∞
n
F
E
E
5
3巳
f
。
え
さ
若
苦
司
ミ
弘
、
舎
も
さ
民
君
主
。
臼
室
内

ぬ
柏
崎

h

h
。
2
旦
v
h
S
Mミ
ぉ
h
h
Mげ
て
芯
ぬ

h
w
h
q
n
E
N
S
Q
一
巴

E
〈

O
H
m
-
3
、
。
片
口
巳
wh。
円
ロ
お
可
ロ
ωωω
』

巴
お
)
の
序
論
に
お
い
て
、
「
ス
テ
イ
ト
ア
ク
テ
ィ
ヴ
イ
ズ
ム
」

(ω
宮
古

宮
江
〈

Z
S
)
と
「
エ
ワ
l
ト
-
ア
ク
テ
イ
ヴ
イ
ズ
ム
」

(
O
E
Z
R
C
2
2乙
と
い

う
分
析
視
角
を
提
示
し
た
。

北
宋
か
ら
南
宋
に
か
け
て
、
地
方
社
会
に
対
す
る
国
家
の
影
響
力
は
低
下

し
、
エ
リ
ー
ト
層
は
地
方
主
義
的
戦
略
を
強
め
た
。
政
治
思
想
の
う
え
で
は
、

E
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
の
か
。
北
宋
期
の
政
治
思
想
家
に
と
っ
て
、
中

央
政
府
こ
そ
が
全
体
社
会
を
改
良
す
る
場
で
あ
っ
た
。
し
か
し
南
宋
期
の
士
大

夫
は
、
中
央
の
政
治
・
制
度
の
中
心
的
役
割
に
つ
い
て
は
懐
疑
的
で
あ
り
、
む

し
ろ
自
己
修
養
を
出
発
点
と
し
た
。
北
宋
の
欧
陽
惰
に
と
っ
て
、
国
家
と
は
、

外
敵
を
防
衛
し
人
民
に
土
地
と
職
業
を
提
供
し
、
正
し
い
社
会
生
活
を
導
く
べ

き
基
盤
で
あ
っ
た
。
士
大
夫
は
皇
帝
が
定
め
た
制
度
を
委
ね
ら
れ
た
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
で
あ
り
、
礼
や
教
育
は
国
家
に
よ
り
中
央
か
ら
導
入
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
テ
ィ
ヴ
イ
ズ
ム
を
も
っ
と
も
強
力
に
推
進
し

た
り
が
王
安
石
で
あ
る
。
彼
は
国
家
の
行
動
に
よ
り
社
会
を
国
家
に
同
伯
し
、

国
家
自
身
が
変
革
す
る
こ
と
に
よ
り
全
体
社
会
を
変
革
す
る
こ
と
を
め
ざ
し

た
。
反
対
派
で
あ
る
司
馬
光
は
、
む
し
ろ
祖
宗
の
法
に
基
づ
き
、
現
存
の
権
威

と
百
僚
制
を
正
し
く
維
持
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
が
、
彼
に
お
い
て
も
国
家
の

中
心
性
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
南
宋
に
は
、
こ
う
し
た
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
テ
ィ
ヴ
イ
ズ
ム
へ
の
信
頼

は
失
わ
れ
、
王
安
石
流
の
法
制
改
革
へ
の
懐
疑
が
広
が
っ
た
。
陳
亮
や
葉
適
の

よ
う
な
事
功
派
思
想
家
は
、
強
力
な
中
央
政
府
に
は
否
定
的
で
、
よ
り
非
集
権

的
な
制
度
論
を
展
開
し
た
。
ま
た
道
学
派
思
想
家
は
、
『
大
学
』
の
「
修
身
・

斉
家
・
治
国
・
平
天
下
」
に
象
徴
さ
れ
る
、
自
己
修
養
を
起
点
、
と
し
た
全
体
社

会
白
秩
序
化
を
重
視
し
た
。
む
ろ
ん
朱
烹
を
は
じ
め
と
す
る
道
学
派
も
、
制
度

へ
白
関
心
は
強
か
っ
た
が
、
そ
の
制
度
と
は
北
宋
の
よ
う
な
国
安
主
導
型
で
は
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な
い
。
王
安
石
が
施
行
し
た
青
苗
法
・
地
方
官
学
・
保
甲
法
は
、
い
ず
れ
も
国

家
に
よ
る
中
央
主
導
の
救
荒
・
教
育
・
秩
序
維
持
政
策
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

L
、
朱
窯
や
そ
の
後
継
者
が
唱
道
し
た
義
倉
・
書
院
・
郷
約
は
、
い
ず
れ
も
地

方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
基
づ
い
た
、
社
会
の
側
か
ら
の
制
度
化
で
あ
っ
た
。
た
と

え
ば
王
安
石
が
人
工
的
・
十
進
法
的
な
保
甲
制
に
よ
り
、
国
家
に
よ
る
上
か
ら

の
(
E
U
l
号
当
ロ
)
自
警
組
織
を
計
画
し
た
の
に
対
し
、
朱
烹
は
在
来
の
社
会

集
団
に
も
と
づ
く
、
自
発
的
・
契
約
的
な
、
下
か
ら
の

(
g
R
o
E
与
)
郷
村

の
秩
序
化
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
。
朱
喜
聞
の
唱
道
し
た
義
倉
・
書
院
・
郷
約
な

ど
は
、
王
安
右
流
の
制
度
改
革
に
代
わ
る
地
方
祉
会
の
自
生
的
制
度
化
で
あ
る

と
と
も
に
、
士
大
夫
が
地
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
活
動
す
る
た
め
の
役
割
と
領
域

を
提
供
し
た
。
宗
族
に
よ
る
義
荘
な
と
の
設
立
も
、
個
々
の
家
を
越
え
た
「
義
」

の
実
現
と
い
う
点
で
共
通
す
る
性
格
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
。

そ
れ
で
は
職
業
エ
リ
ー
ト
か
ら
地
方
エ
リ
ー
ト
へ
、
ス
テ
イ
ト
ア
ク
テ
イ

ヴ
イ
ズ
ム
か
ら
エ
リ
ー
ト
・
ア
ク
テ
ィ
ヴ
イ
ズ
ム
へ
と
い
う
趨
勢
は
、
南
宋
か

ら
明
清
期
ま
で
一
貫
し
て
続
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ハ
イ
ム
ズ
は
『
政
治
家
と
紳

士
』
に
お
い
て
、
南
宋
撫
州
の
エ
リ
ー
ト
と
明
清
期
の
地
方
エ
リ
ー
ト
と
り
類

似
性
を
指
摘
す
る
。
書
院
や
文
会
、
民
間
地
方
民
兵
、
相
宜
・
義
荘
な
ど
の
福

祉
的
制
度
、
水
利
管
理
の
主
導
や
地
方
政
治
へ
の
関
与
な
ど
の
エ
リ
ー
ト
の
諸

活
動
は
、
南
宋
か
ら
明
清
ま
で
継
続
し
て
い
る
。

吉
ら
に
ハ
イ
ム
ズ
ち
は
『
経
世
』
の
序
論
に
お
い
て
、
清
末
に
地
方
社
舎
の

再
建
を
め
ざ
し
た
エ
リ
ー
ト
の
諸
活
動
と
、
国
家
建
設
を
め
ざ
す
中
央
政
府
と

の
対
抗
を
論
じ
た
メ
ア
リ
1
・
ラ
ン
キ
ン
叩
研
究
に
論
及
す
る
(
田
)
。
ラ
ン
キ

ン
は
清
末
エ
リ
ー
ト
層
が
、
「
私
」
と
「
官
」
の
中
間
領
域
で
展
開
し
た
、
「
公
」

と
総
称
さ
れ
る
諸
活
動
に
、
「
公
的
領
域
」
(
宮
E
R
4
y
m円
。
)
の
出
現
を
み
る
。

ハ
イ
ム
ズ
ら
に
よ
れ
ば
、
宋
代
で
は
、
「
公
」
の
語
は
政
府
の
活
動
と
関
辿
し

て
用
い
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
諸
活
動
に
は
、

「
社
」
(
社
倉
な
ど
て
「
郷
」
(
郷
約
・
郷
礼
な
ど
)
な
ど
の
語
が
用
い
ら
れ
た
。

さ
ら
に
家
と
国
家
と
の
中
間
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
、
自
発
的
な
社
会
活
動
や
、

準
公
式
的
な
制
度
運
営
を
め
ぐ
っ
て
は
、
「
義
」
(
義
役
・
義
荘
な
と
)
と
い

う
理
念
が
重
要
で
あ
る
。
家
族
内
に
お
け
る
「
孝
」
、
国
家
と
の
関
係
に
お
け

る
「
忠
」
に
対
し
、
「
義
」
は
両
者
の
中
間
領
域
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

お
け
る
公
益
活
動
と
結
び
つ
い
た
概
念
で
あ
っ
た
。
ハ
イ
ム
ズ
ら
は
、
宋
代
の

「
義
」
こ
そ
が
、
清
末
の
「
公
」
に
相
当
す
る
概
念
で
あ
り
、
ラ
ン
キ
ン
が
指

摘
す
る
、
清
末
の
「
公
的
領
域
」
と
い
う
観
念
は
、
中
国
の
社
会
的
・
政
治
的

言
説
に
お
い
て
、
宋
代
に
は
じ
め
て
出
現
し
た
と
結
論
す
る
の
で
あ
る
。

四

『
中
国
史
上
の
宋
元
明
移
行
期
』

北
米
か
ら
南
宋
に
か
け
て
の
、
国
家
に
よ
る
「
上
か
ら
の
」
社
会
統
制
白
弱

体
化
と
、
地
方
エ
リ
ー
ト
の
主
導
に
よ
る
「
下
か
ら
の
」
社
会
活
動
の
拡
大
と

い
う
趨
勢
は
、
清
末
ま
で
一
貫
し
た
趨
勢
だ
っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
経
済
的
な

発
展
サ
イ
ク
ル
が
周
期
性
を
持
つ
よ
う
に
、
「
国
家
と
社
会
」
関
係
も
直
線
的

に
進
展
し
た
の
で
は
な
く
、
国
家
統
制
自
再
強
位
が
進
ん
だ
時
期
も
あ
っ
た
の

か
。
そ
の
考
察
の
た
め
に
は
、
宋
代
と
明
末
以
降
を
比
較
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
宋
元
明
移
行
期
を
通
じ
た
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
欧
米
で
も
、

荷
宋
と
明
末
清
初
の
あ
い
だ
に
介
在
す
る
、
元
代
か
ら
明
代
前
半
に
い
た
る
社

会
経
済
史
研
究
は
あ
ま
り
に
も
手
薄
で
あ
っ
た
。
フ
ォ
ン
・
グ
ラ
ン
は
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

眉
宋
変
革
期
と
後
期
帝
政
中
国
の
あ
い
だ
の
三
世
紀
(
お
お
む
ね

一一

0
0
1
一
四

O
O年
)
は
、
そ
れ
が
先
行
す
る
唐
宋
変
革
期
に
も
、

後
続
の
明
清
期
の
発
展
に
も
有
意
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
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に
お
い
て
、
+
ブ
ラ
ッ
ク
・
ホ

1
ル
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
ギ
ャ
ッ
プ
の
一

因
は
、
中
国
史
叙
述
に
お
け
る
元
朝
の
あ
い
ま
い
な
位
置
づ
け
に
あ
る
。

i
現
在
元
朝
史
研
究
で
一
般
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
や
中

央
ア
ジ
ア
の
諸
言
語
を
史
料
に
、
元
朝
の
制
度
や
文
他
を
、
中
国
征
服
以

前
の
モ
ン
ゴ
ル
と
元
朝
の
中
国
統
治
と
の
連
続
性
と
い
う
見
地
か
ら
探
求

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
史
・
中
央
ア
ジ
ア
史
の
専
門
家

に
よ
る
業
績
は
、
元
朝
の
政
治
制
度
に
重
要
な
洞
察
を
加
え
て
い
る
が
、

近
年
で
は
元
朝
治
下
の
「
中
国
」
社
会
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
歴
史
家
は

ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
元
代
は
ろ
く
に
研
究
さ
れ
な
い
ま

ま
、
研
究
が
進
ん
だ
先
行
の
宋
代
と
、
後
続
の
明
初
(
こ
由
時
期
も
、
ま

さ
に
元
に
対
す
る
知
識
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
な
お
ほ
と
ん
ど
看
過
さ

れ
て
い
る
)
の
あ
い
だ
の
断
絶
期
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
(
旬
。

こ
う
し
た
中
国
史
叙
述
の
空
白
領
域
に
対
し
、
政
治
史
社
会
経
済
史
や
思

想
文
化
史
に
わ
た
る
多
様
な
視
角
か
ら
検
討
を
く
わ
え
、
唐
宋
変
革
期
か
ら
清

代
に
い
た
る
長
期
的
変
容
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
冒
頭
に
紹

介
し
た
、
『
中
国
史
上
の
宋
元
明
移
行
期
』
で
あ
る
。
同
書
に
収
め
る
論
文
の

テ

l
マ
は
、
政
治
・
社
会
経
済
・
女
性
史
・
思
想
・
出
版
・
戯
曲
・
医
学
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
。
各
論
者
の
宋
元
明
移
行
期
の
と
ら
え
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

り
、
論
者
に
よ
っ
て
は
正
反
対
の
見
解
も
示
さ
れ
て
い
る
。
各
論
者
が
共
有
す

る
認
識
は
、
「
中
国
史
の
長
期
変
容
の
理
解
の
た
め
に
、
宋
元
明
移
行
期
の
理

解
が
不
可
欠
だ
」
と
い
う
一
点
だ
け
と
い
っ
て
も
よ
い
。
編
者
の
一
人
で
あ
る

ポ

1
ル
・
ス
ミ
ス
に
よ
る
序
論
、
」
E
E
告
2
5ロ
p
o
t
F
B
E
N
E
m
門一一括的。ロぬ

三
宮
室
戸
加
吋

E
E
C
B
3
で
は
、
執
筆
者
聞
の
見
解
の
相
違
も
含
め
て
、
各

論
文
の
論
旨
と
ス
ミ
ス
自
身
の
観
点
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
ス
ミ
ス

の
序
論
に
即
し
て
、
『
移
行
期
』
所
収
の
い
く
つ
か
の
論
考
を
紹
介
す
る
こ
主

に
し
た
い
。

ス
ミ
ス
は
ま
ず
、
十
二
世
妃
初
頭

1
十
五
世
紀
末
(
南
宋
:
明
代
前
半
期
)

の
四
百
年
間
を
、
宋
元
明
移
行
期
と
い
う
歴
史
的
エ
ポ
ツ
ク
と
し
て
検
討
す
る

こ
と
を
提
唱
す
る
。
エ
ル
ヴ
ィ
ン
は
唐
宋
期
の
「
中
世
経
済
革
命
」
で
は
、
技

術
や
制
度
の
質
的
変
革
が
生
じ
た
が
、
「
十
四
世
紀
の
転
換
点
」
以
降
、
内
発

的
発
展
は
停
頓
し
、
明
末
以
降
の
経
済
発
達
も
、
質
的
革
新
を
欠
く
量
的
成
長

で
あ
っ
た
と
説
い
た
。
一
方
で
ス
キ
ナ

I
は
、
唐
宋
変
革
期
に
は
局
地
的
で

あ
っ
た
商
業
化
・
都
市
化
が
明
末
か
ら
広
範
に
展
開
し
、
全
土
に
階
層
的
な
地

域
シ
ス
テ
ム
が
成
立
し
た
と
論
じ
た
。
た
だ
し
ス
キ
ナ
ー
も
ま
た
、
十
四
世
紀

前
後
は
、
モ
ン
ゴ
ル
侵
入
や
明
朝
の
対
外
閉
鎖
政
策
に
よ
る
、
「
退
行
と
沈
滞

の
暗
黒
期
」
で
あ
っ
た
と
み
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ス
ミ
ス
は
十
二

1
十
五
世
紀

を
、
「
中
国
史
発
展
の
内
的
ロ
ジ
ッ
ク
を
変
え
た
分
断
期
」
で
は
な
く
、
唐
宋

変
革
期
の
発
展
を
明
末
清
初
期
に
橋
渡
し
し
た
移
行
期
と
み
る
こ
と
を
提
唱
す

マ。。
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
宋
元
明
移
行
期
は
唐
宋
変
革
の
発
展
ト
レ
ン
ド
が
江
南

へ
と
地
方
化
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
十
二
世
紀
以
降
、
戦
乱
や
災
害
に
よ
り
北

方
中
国
の
人
口
は
激
減
し
、
十
三
十
四
世
紀
に
は
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
入
や
元
末

の
反
乱
に
よ
り
、
全
土
で
人
口
が
減
少
し
、
発
展
サ
イ
ク
ル
は
下
降
し
た
。
し

か
し
江
南
だ
け
は
、
戦
乱
に
よ
る
人
口
減
も
少
な
く
、
長
期
的
に
は
人
口
も
増

加
し
、
経
済
も
成
長
し
た
。
こ
の
結
果
、
宋
元
明
移
行
期
を
通
じ
て
、
江
南
は

社
会
経
済
や
文
佑
の
発
展
の
主
要
舞
台
と
な
る
。

そ
れ
で
は
、
「
十
四
世
紀
の
転
換
点
」
は
、
江
南
経
済
に
打
撃
を
与
え
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
李
伯
重
「
「
十
四
世
紀
の
転
回
点
』
は
あ
っ
た
の
か
っ

人
口
・
土
地
・
技
術
と
農
業
経
営
」

E
F
N
E
Oロ
岡
沼

E

者
2
3
2
2
4
E
H
H
m
g岳

円
。
百
台
』
3
、
4ZHHロ
5
四
国
ν
。
E
ぺ
U
H
U
o
u
c
-
E
5
P
F
mロ
F

↓EHFロ
旦

cm〕
〉
白
白

a
Hり到門吉
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Z
E
m
m
2
5
戸
、
)
は
、
宋
代
に
革
命
的
に
発
達
し
た
農
業
が
、
十
四
世
紀
を
転

機
に
、
明
清
期
に
は
停
滞
し
た
と
い
う
見
方
を
否
定
す
る
。
宋
元
明
移
行
期
を

通
じ
て
、
江
南
の
人
口
は
長
期
的
に
増
加
し
、
北
西
部
高
地
か
ら
東
部
デ
ル
タ

低
地
へ
と
人
口
の
重
心
が
移
動
し
た
。
デ
ル
タ
東
部
で
は
低
湿
地
の
耕
地
化
や

二
毛
作
の
導
入
に
よ
り
生
産
力
が
上
昇
し
、
集
約
的
農
業
が
発
展
す
る
。
宋
か

ら
明
初
ま
で
、
人
口
増
に
よ
り
農
家
あ
た
り
の
耕
地
は
減
少
し
た
が
、
土
地
あ

た
り
・
労
働
力
あ
た
り
の
生
産
量
は
増
加
し
た
。
同
日
宋
期
に
は
北
西
部
か
ら
東

部
デ
ル
タ
へ
の
耕
地
の
量
的
拡
大
が
進
ん
だ
が
、
明
代
以
降
は
耕
地
の
質
的
改

良
と
生
産
性
由
増
大
が
進
め
ら
れ
、
清
代
に
は
江
南
の
農
業
生
産
は
最
大
値
に

達
し
た
の
で
あ
る
。

李
伯
重
は
最
先
進
地
た
る
江
南
の
農
業
部
門
で
は
、
「
十
四
世
紀
自
転
換

点
」
が
認
め
ら
れ
な
い
と
論
じ
た
。
同
じ
江
南
デ
ル
タ
で
も
、
非
農
業
部
門

は
ど
う
だ
つ
た
の
か
。
フ
ォ
ン
・
グ
ラ
ン
「
市
場
町
と
寺
院
長
江
デ
ル
タ
に

お
け
る
昇
降
、
一
一
0
0
1
一
四

O
O」
(
担
岳
町
巴
ぐ
Cロ
C
E
μ
p
」
。
言
問
自
己

斗
め
目
立
自
己
号
ω
ロ
D
E
4
1
r
a
邑
口
め
の
}
百
伶
E
n
y
o
J
Pロ
mNM
ロ
巳
E
一
]
l
H
C
C
E
C
C
=
)

で
は
、
南
宋
か
ら
明
初
に
い
た
る
江
南
市
鎮
と
宗
教
活
動
の
盛
表
を
検
討
す

る
。
江
南
の
市
場
町
は
、
宋
代
か
ら
農
村
生
産
物
の
流
通
と
農
家
の
必
需
品
購

入
の
場
と
し
て
発
達
し
た
。
南
宋
以
降
の
絹
・
綿
業
の
発
達
や
、
元
代
に
お
け

る
海
外
貿
易
や
海
運
の
隆
盛
も
、
専
業
市
鎮
や
港
湾
市
鎮
の
繁
栄
を
も
た
ら
し

た
。
さ
ら
に
元
朝
治
下
の
江
南
で
は
、
放
任
的
な
統
治
の
も
と
で
富
を
集
積
し

た
商
人
や
地
主
が
、
徳
と
信
心
の
証
と
し
て
市
鎖
に
寺
廟
を
建
設
し
、
市
銀
は

周
辺
住
民
の
宗
教
生
活
の
焦
点
と
も
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
明
初
政
権
に
よ
る
、

江
南
富
民
弾
圧
と
、
海
外
貿
易
抑
制
に
よ
り
、
江
南
市
鎮
の
経
済
活
動
は
急
速

に
衰
退
す
る
。
さ
ら
に
明
朝
は
国
家
公
認
の
祭
一
組
以
外
の
宗
教
活
動
を
「
淫

洞
」
と
し
て
禁
圧
し
、
市
鋲
は
宗
教
的
機
能
も
失
っ
た
。
江
南
市
銀
が
ふ
た
た

び
経
済
・
宗
教
的
活
力
を
取
り
戻
す
の
は
、
十
六
世
紀
を
待
た
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
宋
元
明
移
行
期
の
江
南
デ
ル
タ
は
、
農
業
部
門
は
持
続
的
に
成
長
し
た
の
に

対
し
、
商
業
・
宗
教
活
動
の
発
展
は
、
十
四
世
紀
後
半
か
ら
長
期
に
わ
た
り
断

絶
し
た
の
で
あ
る
。
元
明
交
替
は
、
明
ら
か
に
市
鋲
を
舞
台
と
す
る
、
民
間
社

会
の
自
生
的
な
活
動
に
大
き
な
打
撃
を
あ
た
え
て
い
た
。
南
宋
か
ら
元
に
か
け

て
成
長
し
た
市
鎮
の
社
会
経
済
的
・
宗
教
的
機
能
は
、
明
代
前
期
に
は
急
速
に

退
潮
し
た
申
で
あ
る
。

し
か
し
ス
ミ
ス
は
、
明
初
国
家
に
よ
る
記
会
統
制
の
強
化
は
、
一
時
的
な
も

の
で
あ
っ
た
と
み
る
。
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
南
宋
か
ら
明
末
ま
で
、
唐
宋
変
革

期
や
消
代
に
く
ら
べ
、
国
家
は
よ
り
受
動
的
で
あ
り
、
エ
リ
ー
ト
は
よ
り
自
律

的
で
あ
っ
た
。
北
宋
の
職
業
的
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
テ
ィ
ヴ
イ

ズ
ム
に
か
わ
り
、
南
宋
に
は
地
方
紳
士
宮
D
E
}
伺

E
C
4
)
に
よ
る
エ
リ
ー
ト
・

ア
ク
テ
ィ
ヴ
イ
ズ
ム
が
台
頭
し
た
。
南
宋
白
エ
リ
ー
ト
は
、
集
権
的
な
官
僚
国

家
よ
り
も
、
地
方
の
自
発
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
心
を
注
ぎ
、
道
学
派
思
想
家

は
、
王
安
石
流
の
国
家
制
度
改
革
よ
り
も
、
地
方
社
会
を
制
度
改
革
の
焦
点
と

し
た
。は
た
し
て
国
家
の
受
動
性
と
エ
リ
ー
ト
の
自
律
性
と
い
う
趨
勢
は
、
ス
ミ

ス
が
説
く
よ
う
に
元
明
則
に
も
一
貫
し
て
続
い
た
の
か
。
ジ
ョ
ン
・

w
・
ダ
ー

デ
ス
の
「
モ
ン
ゴ
ル
は
重
要
な
の
か
っ
北
宋
か
ら
明
初
に
い
た
る
中
国
の

領
域
・
権
力
・
知
識
人
」

C
。
吉
語
口
問
骨

P
Rロ
E
E
o
Z
E
唱
}ω

亘
書
O
H
U

F
口昌
0
4唱

HVod司
O
F
自
己
E
m
E
z
-
-】
由

E
E
5
5
0】】
E
骨
C
E
5
。
Z
2
5
0同ロ

m
c
口
四
百
吾
m
E
去
呂
田
口
問
=
)
が
示
す
見
解
は
ま
っ
た
く
否
定
的
で
あ
る
。
ダ
ー

デ
ス
に
よ
れ
ば
、
元
明
白
国
家
は
需
宋
期
に
お
け
る
受
動
性
を
押
し
戻
し
た
。

元
朝
は
国
際
的
な
文
武
の
官
僚
集
団
、
複
数
の
公
用
語
、
民
族
集
団
の
内
部
統
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制
の
た
め
の
諸
制
度
な
ど
を
通
じ
て
、
多
民
族
的
統
治
体
制
を
実
現
し
よ
う
と

し
た
。
大
都
の
建
設
、
南
宋
の
征
服
、
元
末
に
お
け
る
反
乱
鎖
圧
な
ど
が
示
す

よ
う
に
、
元
朝
は
混
沌
状
態
を
巧
み
に
統
御
し
て
活
力
を
維
持
し
た
。
さ
ら
に

明
初
政
権
は
、
社
会
統
制
を
中
心
に
積
極
的
統
治
を
押
し
進
め
た
。
明
朝
は
祈

東
な
ど
の
道
学
派
知
識
人
の
理
念
を
体
制
化
し
て
、
教
化
と
強
圧
、
そ
し
て
中

央
政
府
が
統
制
す
る
郷
村
組
織
を
通
じ
て
、
儒
教
経
典
の
規
範
に
も
と
づ
き
、

全
人
民
の
倫
理
と
行
動
を
変
容
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
の
見
解
は
、
当
然
な
が
ら
ダ

l
デ
ス
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
彼
自
身

の
論
文
「
宋
元
明
移
行
期
の
印
象
筆
記
小
説
に
見
る
」
(
忠
己
』
H

C
〈印

E
P

J
S
U日
間
ω
5
ロ
ω
。
『

F
O
印。口問

4
5
2

三
百
四
叶
日
ロ
巴
C
C
ロ
J

「
}
再
開
〈
E
E
R
m
p
。吉

田
空
足
。
日
。
ロ

23)
に
よ
れ
ば
、
元
・
明
の
筆
記
史
料
の
著
者
が
み
る
同
時
代

の
国
家
は
、
日
常
的
統
治
の
た
め
の
永
続
的
な
構
造
を
創
出
で
き
ず
、
軍
事
的

動
因
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
強
圧
に
依
存
し
て
い
た
。
元
朝
の
衰
亡
は
、
異
民

族
統
治
の
受
容
と
政
府
へ
の
税
源
提
供
の
み
か
え
り
に
、
公
的
権
力
を
南
方
中

国
の
有
力
者
や
私
的
代
理
人
に
委
ね
た
こ
と
の
避
け
が
た
い
帰
結
で
あ
っ
た
。

明
初
政
権
は
こ
う
し
た
国
家
の
受
動
制
と
権
限
委
譲
を
克
服
し
よ
う
と
し
た

が
、
そ
の
効
果
は
一
時
的
で
あ
っ
た
。
十
五
世
紀
後
半
の
筆
記
に
よ
れ
ば
、
す

で
に
紙
幣
制
度
や
宗
教
政
策
な
ど
、
明
初
の
制
度
は
空
文
化
し
て
い
た
。
さ
ら

に
朝
狂
に
お
け
る
文
宮
と
置
官
と
の
争
い
や
無
能
な
皇
帝
に
よ
り
、
国
家
権
力

は
弱
体
化
し
、
結
局
は
明
初
政
権
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
イ
ズ
ム
も
、
南
宋
や
元
朝
と

同
様
の
受
動
性
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。

ス
ミ
ス
の
序
論
で
は
、
ダ

i
デ
ス
の
よ
う
に
元
明
の
国
家
に
よ
る
ア
ク
テ
ィ

ヴ
イ
ズ
ム
的
政
策
を
強
調
す
る
見
解
が
あ
る
こ
と
も
認
め
な
が
ら
も
、
や
は

り
元
明
期
に
も
、
南
宋
と
同
じ
く
中
央
政
府
よ
り
も
地
方
社
会
の
主
導
性
が

強
く
、
エ
リ
ー
ト
は
臣
家
へ
の
依
在
性
が
低
か
っ
た
と
主
張
す
る
。
む
ろ
ん
エ

リ
!
ト
が
国
家
か
ら
断
絶
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
彼
ら
の
権
力
や
威
信
の

基
盤
は
地
方
社
会
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
ス
ミ
ス
は
、
重
田
徳
の
い
う
「
郷
紳
士
又

配
」
は
、
明
末
で
は
な
く
南
宋
に
起
源
す
る
と
い
う
見
解
を
一
示
す
。
た
と
え
ば

徽
州
な
ど
の
有
力
宗
族
は
、
地
主
経
営
を
基
盤
に
、
科
挙
に
よ
る
任
官
も
め
ざ

し
、
地
方
政
治
に
も
関
与
し
う
る
点
で
、
重
田
の
い
う
郷
紳
モ
デ
ル
に
き
わ
め

て
近
い
が
、
こ
う
し
た
有
力
宗
族
は
宋
代
に
地
方
で
の
勢
力
を
確
立
し
、
宋
元

期
に
義
荘
-
嗣
堂
・
郷
約
な
ど
の
制
度
を
取
り
入
れ
て
、
明
代
に
繁
栄
し
た
の

で
あ
る
。
彼
ら
地
方
紳
士
層
に
、
思
想
的
ヴ
イ
ジ
ョ
ン
を
提
供
し
た
の
が
道
学

で
あ
り
、
道
学
の
影
響
力
拡
大
は
、
国
家
か
ら
紳
士
層
へ
の
権
力
の
相
対
的
移

行
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
。

そ
れ
で
は
清
代
に
も
、
宋
元
明
移
行
期
に
お
け
る
国
家
の
受
動
性
、
エ
リ
ー

ト
の
自
律
性
と
い
う
趨
勢
は
継
続
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ハ
イ
ム
ズ
ら
は
前
述
の

よ
う
に
、
南
宋
以
来
の
エ
リ
ー
ト
・
ア
ク
テ
ィ
ヴ
イ
ズ
ム
が
、
清
末
の
地
方
エ

リ
ー
ト
主
導
に
よ
る
「
公
的
領
域
」
の
先
駆
で
あ
っ
た
と
み
な
す
。
こ
れ
に
対

し
ス
ミ
ス
は
、
清
代
盛
期
に
は
政
治
的
重
心
が
、
ふ
た
た
び
地
方
エ
リ
ー
ト
か

ら
中
央
政
府
へ
と
傾
き
、
社
会
と
国
家
と
が
平
衡
状
態
に
入
っ
た
と
み
な
す
。

道
学
は
清
朝
の
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
な
り
、
道
学
的
規
範
と
儀
礼
は
、
地
方

エ
リ
ー
ト
を
趨
え
て
農
民
層
に
も
浸
透
し
、
社
会
全
体
の
青
写
真
と
な
っ
た
。

清
朝
政
府
は
中
国
の
社
会
経
済
を
、
北
宋
期
ほ
ど
強
引
で
は
な
く
、
よ
り
効
果

的
な
ア
ク
テ
イ
ヴ
イ
ズ
ム
に
よ
り
統
治
し
よ
う
と
し
た
。
清
朝
は
農
業
中
国
と

ス
テ
ッ
プ
世
界
を
単
一
の
政
体
に
統
合
す
る
と
と
も
に
、
地
方
紳
士
と
利
害
を

共
有
し
て
、
官
僚
機
構
の
規
模
を
増
大
す
る
こ
と
な
く
、
農
業
社
会
の
秩
序
再

生
産
に
対
す
る
政
府
の
カ
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
目
だ
と
い
う
。

ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
宋
元
明
移
行
期
に
は
征
服
や
戦
乱
に
よ
る
政
治
的
不
安

定
と
、
官
僚
権
力
の
お
よ
ぶ
領
域
白
縮
小
が
、
特
有
の
「
郷
紳
支
配
」
を
生
み
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出
し
た
。
し
か
し
重
回
が
述
べ
る
よ
う
に
、
明
末
の
農
民
反
乱
に
直
面
し
た

郷
紳
は
、
国
家
へ
の
依
存
を
深
め
、
両
者
の
癒
着
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
清
朝

国
家
も
、
郷
紳
や
商
人
と
の
連
携
に
よ
り
、
中
央
政
府
の
統
治
能
力
を
高
め
よ

う
と
し
た
。
つ
ま
り
清
朝
は
、
官
僚
機
構
白
膨
張
に
よ
る
財
政
コ
ス
卜
の
増
加

と
い
う
リ
ス
ク
を
お
か
す
こ
と
な
く
、
地
方
エ
リ
ー
ト
を
統
治
体
制
に
包
摂

す
る
こ
と
で
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
一
テ
ィ
ヴ
イ
ズ
ム
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
清

朝
は
義
倉
・
科
挙
・
地
方
官
学
保
甲
郷
約
な
ど
、
宋
元
明
期
に
発
達
し
た

制
度
や
理
念
を
洗
練
し
、
従
来
の
王
朝
以
上
に
、
教
育
救
荒
教
化
・
社
会

統
制
な
ど
へ
の
管
理
を
強
め
た
。
そ
し
て
エ
リ
ー
ト
の
正
統
思
想
で
あ
っ
た
道

学
を
、
農
民
や
非
漢
族
に
も
浸
透
さ
せ
、
国
家
と
社
会
と
の
よ
り
全
面
的
な
統

合
を
め
ざ
し
た
。
総
じ
て
、
清
朝
統
治
は
十
二
世
紀
以
来
の
経
世
策
の
集
成
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
革
命
的
と
い
う
よ
り
も
漸
進
的
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
宋

元
明
移
行
期
の
文
脈
上
で
は
じ
め
て
理
解
で
き
る
と
い
う
(
答
。

宋
元
明
移
行
期
を
、
国
家
の
受
動
性
と
エ
リ
ー
ト
の
自
律
性
に
よ
っ
て
特
徴

づ
け
る
ス
ミ
ス
の
議
論
は
、
決
し
て
『
移
行
期
』
に
お
け
る
共
通
認
識
で
は
な

い
。
特
に
元
代
・
明
初
の
国
家

l
社
会
関
係
に
つ
い
て
は
議
論
が
分
か
れ
て
い

る
。
李
伯
震
や
フ
ォ
ン
・
グ
ラ
ン
の
論
文
は
、
豊
富
な
デ
l
タ
に
基
づ
い
た
説

得
的
な
実
証
研
究
で
あ
る
が
、
読
者
と
し
て
は
、
十
四
世
紀
後
半
以
降
の
江
南

に
お
け
る
、
農
業
の
持
続
発
展
と
、
市
鎮
の
急
速
な
沈
滞
の
双
方
を
説
明
し
う

る
よ
う
な
全
体
像
を
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
ス
ミ
ス
は
、
明
代
中
期
の
筆
記
が
、
明
初
の
紙
幣
制
度
や
宗
教
政
策
な

ど
が
実
効
性
を
失
っ
た
と
説
く
こ
と
を
根
拠
に
、
明
初
日
積
極
的
統
治
が
一
時

的
効
果
し
か
な
か
っ
た
と
論
じ
る
。
し
か
し
筆
記
な
ど
り
史
料
は
も
っ
ぱ
ら

制
度
の
弊
害
面
を
指
摘
す
る
傾
向
が
あ
り
、
徽
州
文
書
な
ど
の
一
次
史
料
を
分

析
す
れ
ば
、
明
初
の
郷
村
制
度
の
多
く
が
、
制
度
原
則
そ
の
ま
ま
で
は
な
く

と
も
、
明
代
中
期
ま
で
一
定
の
有
効
性
を
も
っ
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
(
ぎ
。
ス
ミ
ス
は
筆
記
に
よ
り
、
国
家
自
体
と
い
う
よ
り
、
同
時
代
人
の
国

家
に
対
す
る
「
印
象
」
を
検
討
す
る
の
だ
と
断
っ
て
い
る
の
だ
が
、
序
論
で
の

議
論
で
は
、
そ
う
し
た
「
印
象
」
が
歴
史
的
実
態
と
し
て
一
般
化
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
み
え
る
。
一
方
で
ダ

1
デ
ス
は
、
元
朝
が
大
都
建
設
・
南
宋
征
服
な
ど

の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
示
し
た
国
家
的
動
員
を
強
調
す
る
。
し
か
し
国
家
社

会
関
係
の
分
析
の
う
え
で
よ
り
重
要
な
の
は
、
む
し
ろ
官
僚
政
府
が
地
方
社
会

に
お
い
て
は
た
す
日
常
的
な
基
層
行
政
機
能
で
あ
ろ
う
。
ダ
l
デ
ス
は
、
元
朝

の
基
層
社
会
統
制
に
つ
い
て
は
触
れ
て
お
ら
ず
、
明
初
の
社
会
統
制
に
つ
い
て

も
、
道
学
思
想
の
理
念
的
影
響
を
論
じ
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
ス
ミ
ス
は
護
団
徳
の
い
う
「
郷
紳
支
配
」
(
問
。
旦
弓

E
ぽ
)
は
、
明

末
で
は
な
く
南
宋
に
始
ま
っ
た
と
説
く
。
た
し
か
に
森
正
夫
も
述
べ
る
よ
う

に
、
官
僚
の
大
土
地
所
有
な
ど
の
諸
現
象
は
、
す
で
に
南
宋
期
に
確
認
で
き

る
。
た
だ
し
重
田
の
い
う
「
郷
紳
支
配
」
は
、
単
な
る
「
郷
紳
勢
力
の
国
家

か
ら
の
自
律
化
」
で
は
な
い
。
そ
れ
は
郷
紳
の
優
免
権
を
利
用
し
た
地
主
支
配

(
下
か
ら
の
封
建
化
)
と
、
国
家
官
僚
と
し
て
の
特
権
に
よ
る
社
会
支
配
(
上

か
ら
の
封
建
化
)
と
が
結
合
し
、
国
家
と
郷
紳
が
利
害
を
共
有
し
、
闇
家
が
地

主
政
権
化
し
た
こ
と
に
よ
り
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
重
田
の
い
う
郷
紳
支
配
の

構
造
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
国
家
が
地
方
エ
リ
ー
ト
と
利
害
を
共
有
し
、
両

者
の
相
互
結
合
に
よ
る
社
会
統
制
を
実
現
し
た
と
い
う
、
ス
ミ
ス
の
説
く
清
朝

統
治
の
構
造
に
よ
り
近
い
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
し
総
じ
て
、
現
段
階
で
は
宋
元
明
移
行
期
の
国
家
|
社
会
関
係
を
、
清

代
の
状
況
と
比
較
す
る
の
は
時
期
尚
早
田
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
宋
代
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
地
方
社
会
史
や
政
治
思
想
史
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
り
、
そ
の
た
め

に
ハ
イ
ム
ズ
ら
に
よ
る
、
荷
宋
と
清
末
の
地
方
エ
リ
ー
ト
の
活
動
と
、
国
家
と



の
関
係
の
比
較
考
察
に
も
一
定
の
説
得
性
が
あ
る
。
し
か
し
宋
元
明
移
行
期
全

体
を
、
清
末
に
い
た
る
中
国
社
会
の
長
期
的
展
開
に
適
切
に
位
置
づ
け
る
に

は
、
わ
れ
わ
れ
の
元
代
明
初
の
社
会
や
国
家
に
対
す
る
理
解
は
あ
ま
り
に
も

不
十
分
で
あ
る
。
現
段
階
で
は
、
元
代
明
初
の
社
会
変
容
と
そ
の
国
家
統
治

と
の
関
連
を
、
具
体
的
な
事
例
や
地
方
社
会
に
即
し
て
検
討
す
る
こ
と
が
先
決

で
あ
り
、
そ
う
し
た
実
証
研
究
の
積
み
重
ね
の
う
え
に
、
は
じ
め
て
清
代
の
状

況
と
白
比
較
も
可
能
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

結
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八
0
年
代
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
中
国
史
研
究
で
は
、
明
清
か
ら
近
代
に
い
た

る
長
期
社
会
変
動
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
宋
元
明
移
行
期
論
は
、
こ
う

し
た
長
期
変
動
の
射
程
を
、
山
本
代
以
降
の
一
千
年
間
に
広
げ
る
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
る
。
「
中
国
史
上
の
宋
元
明
移
行
期
』
で
の
議
論
は
、
現
時
点
で
は
な

お
試
行
錯
誤
の
段
階
に
あ
る
と
い
え
よ
う
が
、
問
書
に
お
け
る
問
題
提
起
の
重

要
性
は
う
た
が
い
な
い
。
た
だ
し
元
代

1
明
代
前
期
の
社
会
経
済
史
研
究
は
な

お
薄
弱
で
あ
り
、
宋
元
明
移
行
期
の
歴
史
的
位
置
づ
け
は
あ
い
ま
い
な
ま
ま
で

あ
る
。
近
年
の
「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
」
研
究
の
活
発
化
に
よ
っ
て
、
元
朝
史
は

空
間
的
に
は
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
全
体
に
統
合
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
一
方

で
、
元
朝
(
お
よ
び
明
代
前
期
)
を
、
時
間
的
に
中
国
史
の
展
開
の
う
え
に
位

置
づ
け
る
こ
と
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
と
い
っ
て
よ
い
。

特
に
宋
元
明
移
行
期
の
国
家

1
社
会
関
係
を
考
え
る
た
め
に
は
、
明
初
の
里

甲
体
制
を
い
か
に
理
解
す
る
か
、
と
い
う
問
題
が
重
要
な
鍵
と
な
る
。
盟
甲
制

は
、
ス
キ
ナ

l
や
ハ

l
ト
ウ
エ
ル
が
示
し
た
、
唐
末
以
来
の
宮
僚
行
政
に
よ
る

直
接
的
統
治
の
後
退
や
、
南
宋
以
降
の
地
方
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
社
会
運
営
の
進

展
と
い
う
趨
勢
に
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
ハ
イ
ム
ズ
の
い
う
保

甲
型
(
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
テ
ィ
ヴ
イ
ズ
ム
)
な
の
か
、
そ
れ
と
も
郷
約
型
(
エ

リ
ー
ト
・
ア
ク
テ
ィ
ヴ
イ
ズ
ム
)
な
の
だ
ろ
う
か
。

ス
キ
ナ
ー
が
指
摘
す
る
、
人
口
増
や
社
会
経
済
の
発
達
に
対
応
で
き
な
い
官

僚
行
政
の
硬
宜
性
は
、
岩
井
茂
樹
が
論
じ
る
、
経
済
の
拡
大
や
財
政
需
用
の
増

大
に
対
応
で
き
な
い
、
硬
直
的
な
徴
税
・
財
政
シ
ス
テ
ム
(
原
額
主
義
)
と
表

裏
し
て
い
る
。
「
空
間
的
・
数
量
的
に
並
外
れ
て
巨
大
な
社
会
の
う
え
に
乗
り

か
か
っ
て
い
る
国
家
に
と
っ
て
、
そ
の
政
治
体
系
と
財
政
体
系
を
と
わ
ず
、
国

家
の
法
令
や
引
ト
ヰ
幽
が
す
み
ず
み
に
ま
で
お
よ
ぶ
と
い
っ
た
一
元
的
、
集
権
的
な

理
念
を
実
体
化
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
不
可
能
」
で
あ
っ
た
(
怒
。
膨
大
な
領

域
・
人
口
・
経
済
を
擁
す
る
統
一
王
朝
が
、
基
層
社
会
を
直
接
的
に
統
治
し
う

る
よ
う
な
官
僚
行
政
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
膨
張
し
た
官
僚
機
構
を
維
持
す
る

た
め
の
コ
ス
ト
負
担
が
過
大
と
な
り
、
中
央
政
府
が
そ
れ
を
統
制
す
る
こ
と
も

困
難
に
な
る
た
め
に
、
現
実
的
で
は
な
か
っ
た
。
南
宋
以
降
、
王
安
石
流
の
ス

テ
イ
ト
・
ア
ク
テ
ィ
ヴ
イ
ズ
ム
が
構
想
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
。

た
と
え
ば

R
・
ピ
ン
ウ
ォ
ン
は
、
明
初
の
統
治
体
制
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

明
初
に
は
、
政
府
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
イ
ズ
ム
が
郷
村
に
押
し
つ
け
ら
れ
た
。

洪
武
帝
が
農
業
的
自
給
自
足
と
い
う
理
念
を
積
極
的
に
め
ざ
し
、
エ
リ
ー

ト
を
犠
牲
に
し
て
国
家
と
民
衆
の
直
接
的
紐
帯
を
増
強
す
る
と
い
う
、
王

安
石
と
は
き
わ
め
て
異
な
る
戦
略
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況

は
、
政
府
の
役
割
と
は
無
縁
な
明
末
の
経
済
成
長
と
、
非
常
に
対
照
的
で

あ
る
。
こ
う
し
た
明
末
の
進
展
は
、
王
安
石
流
の
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
テ
イ

ヴ
イ
ズ
ム
と
は
も
っ
と
も
明
確
な
対
照
を
な
す
(
缶
)
。

ウ
ォ
ン
は
皇
甲
制
を
、
自
給
自
足
的
な
理
念
に
基
づ
き
、
国
家
が
エ
リ
ー
ト
を

介
さ
ず
民
衆
を
直
接
把
握
す
る
と
い
う
、
王
安
右
と
は
異
な
る
手
法
に
よ
る
ス
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テ
イ
ト
・
ア
ク
テ
イ
ヴ
イ
ズ
ム
と
み
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
ピ
!
タ
1
・
ポ
ル
は
、
掘
削
東
学
派
の
明
初
政
権
へ
の
影
響
に
関
連
し

て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

宋
漉
・
王
稗
や
そ
の
同
志
た
ち
は
、
朱
元
障
の
社
会
的
立
法
の
形
成
に

き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
こ
で
は
、
彼
ら
の
共
通
性

を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
い
ず
れ
も
政
府
の
官
僚
制
よ
り
も
地
方
(
土
大

夫
)
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
信
頼
し
、
ま
た
道
倒
的
に
自
律
し
た
自
己
修

養
よ
り
も
、
社
会
政
治
的
な
全
体
秩
序
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

t

明

朝
の
里
甲
・
糧
長
制
で
は
、
租
税
の
徴
収
や
運
送
を
組
織
・
監
督
す
る
た

め
に
、
膏
吏
的
な
官
僚
制
よ
り
も
、
地
方
の
リ
ー
ダ
ー
(
婆
州
に
お
け
る

最
初
期
の
糧
長
は
、
代
表
的
な
士
大
夫
一
族
の
出
身
で
あ
っ
た
)
を
任
用

し
て
い
た
{
田
)
。

ポ
ル
は
明
初
の
里
甲
・
糧
長
制
を
、
エ
リ
ー
ト
・
ア
ク
テ
イ
ヴ
イ
ズ
ム
の
延
長

ょ
に
と
ら
え
る
の
で
あ
る
。

ウ
ォ
ン
が
述
べ
る
よ
う
に
、
盟
甲
体
制
は
国
家
が
基
層
社
会
を
画
一
的
な
郷

村
制
度
と
し
て
再
編
成
し
、
徴
税
・
秩
序
維
持
・
行
政
補
助
を
担
わ
せ
る
と
い

う
、
保
甲
型
郷
村
統
制
と
し
て
の
性
格
も
も
っ
て
い
た
。
ス
キ
ナ
ー
も
論
じ
る

よ
う
に
、
十
四
世
紀
に
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
全
体
の
気
候
寒
冷
化
や
、
戦
乱
・
対
外

閉
鎖
政
策
な
ど
に
よ
っ
て
、
中
国
の
多
く
の
大
地
域
の
発
展
サ
イ
ク
ル
は
、
共

時
的
な
表
退
局
面
に
あ
っ
た
(
ぎ
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
完
結
的
で
自
給
自

足
性
が
強
い
郷
村
社
会
を
編
成
し
、
財
政
コ
ス
ト
や
人
民
の
租
税
負
担
が
最
小

に
な
る
よ
う
な
郷
村
統
治
体
制
を
構
築
す
る
の
は
、
ひ
と
つ
の
合
理
的
な
選
択

で
あ
っ
た
。

一
方
で
南
宋

L
元
代
の
郷
村
社
会
で
は
、
郷
約
・
義
倉
義
役
義
荘
な

ど
、
「
下
か
ら
の
」
自
発
的
な
制
度
化
が
展
開
し
、
「
修
身
・
斉
家
」
と
「
治
国

平
天
下
」
を
つ
な
ぐ
「
化
郷
」
理
念
に
よ
る
秩
序
化
が
め
ざ
さ
れ
て
い
た
。
つ

ま
り
宋
代
以
降
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
テ
イ
ヴ
ィ
、
ス
ム
と
エ
リ
ー
ト
・
ア
ク
テ
ィ

ヴ
イ
ズ
ム
が
補
完
・
対
抗
す
る
、
あ
る
い
は
「
国
家
の
介
入
と
民
間
秩
序
依
拠

の
最
適
点
が
模
索
さ
れ
る
」
(
田
)
舞
台
が
、
郷
村
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
筆
者
が

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
明
初
の
里
甲
体
制
は
、
「
南
宋
か
ら
元
代
に
か
け

て
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
、
士
人
層
や
地
方
の
有
力
者
・
名
望
家
に
よ
る
包
号

釘

2
2
5
E
に
よ
る
、
下
か
ら
の
さ
2
5
E
弓
)
社
会
秩
序
形
成
を
基
盤
と
し

て
、
こ
れ
を

ω
E
E
R苦
E
d
に
よ
る
、
上
か
ら
の
(
宮
古
吾
宅
一
三
郷
村
統
治

体
制
に
再
編
し
た
も
の
」
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
(
想
。

そ
し
て
里
甲
制
的
郷
村
制
度
に
は
、
宋
元
以
来
の
エ
リ
ー
ト
・
ア
ク
テ
ィ

ヴ
イ
ズ
ム
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
実
践
さ
れ
た
、
税
役
徴
収
(
義
役
)
・
教
化

(
郷
約
)
・
治
安
維
持
(
保
甲
)
・
救
荒
(
義
倉
)
・
教
育
(
義
学
)
な
ど
の
機
能

が
集
約
さ
れ
た
。
か
つ
多
様
な
民
間
信
仰
も
強
圧
的
に
整
理
さ
れ
、
思
甲
制
下

の
里
社
・
郷
属
壇
に
一
元
化
さ
れ
る
(
叩
)
。
さ
ら
に
里
甲
制
の
成
立
に
は
、
元

代
に
お
け
る
ス
テ
イ
ト
ア
ク
テ
ィ
ヴ
イ
ズ
ム
的
な
郷
村
統
治
と
い
う
、
も
う

一
つ
の
流
れ
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
国
家
が
郷
村
の
社
会
関
係
を
制
度
的

に
編
成
し
、
勧
農
・
救
荒
・
教
化
・
紛
争
処
理
な
ど
を
委
ね
た
社
制
、
民
間
の

自
発
的
な
義
役
を
国
制
化
し
た
助
役
法
、
明
初
の
丈
量
の
原
型
と
な
る
、
元
代

中
期
白
土
地
調
査
(
延
祐
経
理
)
な
ど
で
あ
る
。
里
甲
制
は
元
代
に
進
め
ら

れ
た
こ
う
し
た
諸
施
策
の
帰
結
で
も
あ
っ
た
。
明
朝
は
民
聞
社
会
の
「
下
か
ら

の
」
自
生
的
な
秩
序
化
を
、
「
上
か
ら
の
」
社
会
編
成
に
よ
っ
て
体
制
化
し
た

の
で
あ
る
。

7注

杉
山
正
明
「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
研
究
の
現
状
と
課
題
」
(
『
宋
元
時
代
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史
の
基
本
問
題
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
)
。
飯
山
知
保
「
金
元
代
華

北
社
会
研
究
白
現
状
と
展
望
」
(
『
史
滴
』
一
一
一
一
一
号
、
二

O
O
一)。

(
2
)

た
と
え
ば
、
岡
元
司
他
「
相
互
性
と
日
常
空
間
1
l
「
地
域
』
と

い
う
起
点
か
ら
|
|
」
(
『
宋
代
人
の
認
識
1
1
l
相
互
性
と
日
常
空
間

』
汲
古
書
院
、
二

O
O
一
年
)
を
参
照
。

(
3
)

堤
一
昭
「
一
九
九
九
年
の
歴
史
学
ム
E
l
-
-
回
顧
と
展
望
|
1
(
宋
・

元
こ
(
『
史
学
雑
誌
』
一

O
九
編
五
号
、
二

O
O
O年
)
一
二
九
頁
。

(
4
)

中
国
史
の
時
代
区
分
論
争
に
関
す
る
文
献
は
多
い
が
、
谷
川
道
雄
編

『
戦
後
日
本
の
中
国
史
論
争
』
(
河
合
文
化
教
育
研
究
所
、
一
九
九
三

年
)
所
収
の
諸
論
考
が
詳
細
か
つ
包
括
的
で
あ
る
。

(
5
)

明
清
期
の
地
主
制
・
農
村
共
同
体
を
め
ぐ
る
時
代
区
分
論
争
に
つ
い

て
は
、
井
上
徹
「
明
朝
の
『
里
』
制
に
つ
い
て
l
l
森
正
夫
著
『
明
代

江
南
土
地
制
度
の
研
究
』
に
寄
せ
て
|
|
」
(
『
名
古
屋
大
学
東
洋
史
研

究
報
告
』
十
五
号
、
一
九
九
O
年
)
、
檀
上
寛
「
明
清
郷
紳
論
」
(
初
出

一
九
九
三
年
、
『
明
朝
専
制
支
配
の
史
的
構
造
』
汲
古
書
院
、
一
九
九

五
年
所
収
)
な
ど
を
参
岡
山
。

(
6
)

重
田
徳
「
郷
紳
支
配
の
成
立
と
構
造
」
(
初
出
一
九
七
一
年
、
『
清
代

社
会
経
済
史
研
究
』
岩
波
書
底
、
一
九
七
五
年
所
収
)
。
郷
紳
論
を
め

ぐ
る
学
説
史
に
つ
い
て
は
、
森
正
夫
「
日
本
の
明
清
時
代
研
究
に
お

け
る
郷
紳
諭
に
つ
い
て
」
(
一
)
1
2
二
(
『
歴
史
評
論
』
三

O
八

号
、
一
九
七
五
年
、
三
一
二
・
一
二
一
四
号
、
一
九
七
六
年
)
、
岸
本
美

緒
「
明
清
時
代
の
郷
紳
」
(
初
出
一
九
九

O
年
、
『
明
清
交
替
と
江
南
社

A
E
-
-
i
U
世
紀
中
国
白
秩
序
問
題
l
l
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九

九
年
所
収
)
、
檀
上
寛
前
掲
「
明
清
郷
紳
論
」
な
ど
を
参
照
。

(
7
)

森
正
夫
前
掲
「
日
本
の
明
清
時
代
研
究
に
お
け
る
郷
紳
論
に
つ
い

て
」
(
一
)
、
五
玉
1
五
じ
頁
。

(B)

森
正
夫
の
「
地
域
相
会
」
概
念
は
、
「
中
国
前
近
代
史
に
お
け
る
地

域
社
会
の
視
点
」
(
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
八
三
号
、
一

九
八
二
年
)
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
「
地
域
社
会
論
」
に
閲
す
る
研
究

史
整
理
は
多
い
が
、
『
歴
史
評
論
』
五
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